
唐
後
半
期
に
お
け
る
平
盧
節
度
使
と
海
商
・
山
地
狩
猟
民
の
活
動

新

見

ま

ど

か

は

じ

め

に

太
宗
の

｢

貞
観
の
治｣

、
玄
宗
の

｢

開
元
の
治｣

と
謳
わ
れ
、
栄
華
を
誇
っ
た
大
唐
帝
国
は
、
天
宝
一
四
載

(

七
五
五)

、
安
史
の
乱

の
勃
発
に
よ
っ
て
大
き
く
変
貌
し
た
。
乱
後
、
唐
朝
廷
は
対
外
的
に
は
ウ
イ
グ
ル
・
吐
蕃
の
脅
威
に
晒
さ
れ
、
国
内
で
も
中
央
で
は
宦

官
の
専
横
、
地
方
で
は
藩
鎮
の
跋
扈
に
悩
ま
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
藩
鎮
に
つ
い
て
は
、
唐
代
後
半
か
ら
五
代
、
宋
代
へ
と
至
る
歴
史
展

開
と
の
関
連
に
注
目
し
て
、
既
に
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る

(

１)

。
中
で
も
現
在
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
地
域
は
、
魏
博
・
成
徳
・

盧
龍
三
節
度
使
の

｢

河
朔
三
鎮｣

や
、
五
代
諸
王
朝
を
築
く
河
東
節
度
使
等
を
擁
し
た
河
北
一
帯
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
藩
鎮
に
対
し
て

は
、
森
部
二
〇
一
〇
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
内
地
の
み
な
ら
ず
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模
の
視
点
を
導
入
し
た
、
新
し
い
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
遊
牧
民
や
ソ
グ
ド
人
な
ど
の
諸
勢
力
が
、
集
団
で
藩
鎮
の
上
層
部
に
ま
で
深
く
入
り
込
み
、
五
代
史
を

切
り
拓
い
て
い
く
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

一
方
で
、
河
北
と
同
様
に
重
要
な
の
が
河
南

(

本
稿
で
は
、
黄
河
以
南
、
淮
河
以
北
の
洛
陽
周
辺
か
ら
山
東
半
島
ま
で
の
地
域
を
指
す)

で

あ
る
。
こ
の
一
帯
で
は
唐
末
、��
の
乱
・
黄
巣
の
乱
が
相
次
い
で
勃
発
し
て
お
り
、
実
質
的
に
唐
王
朝
を
滅
ぼ
す
要
因
を
生
み
出
し
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た
と
い
う
意
味
で
は
、
河
北
に
も
引
け
を
と
ら
な
い
重
要
性
を
持
つ
。
そ
の
た
め
河
南
に
お
い
て
も
、
唐
か
ら
五
代
へ
と
い
う
時
代
展

開
を
踏
ま
え
つ
つ
、
隣
接
諸
地
域
の
動
向
に
も
配
慮
し
た
新
た
な
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
て
、
河
南
に
は
、
泰
山
・
嵩
山
を
中
心
と
す
る
山
岳
地
帯
が
広
が
っ
て
お
り
、
山
東
半
島
は
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
も
知
ら
れ

る

(

２)

。
こ
の
地
域
で
は
、
河
北
の
よ
う
に
活
発
な
遊
牧
民
や
ソ
グ
ド
人
の
活
動
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
史
料
を
精
査
し
て
み
れ

ば
、
河
南
の
山
岳
地
帯
に
は

｢

山
棚｣

と
呼
ば
れ
る
山
地
狩
猟
民
が
、
山
東
半
島
に
は
海
上
交
易
を
生
業
と
し
た
新
羅
人
等
の
海
商
が

存
在
し
た
こ
と
に
気
付
く
。
さ
ら
に
彼
ら
は
藩
鎮
、
と
り
わ
け
平
盧
節
度
使
と
接
触
し
て
い
た
。

平
盧
節
度
使
は
開
元
年
間
、
安
禄
山
を
初
代
節
度
使
と
し
て
営
州
に
設
置
さ
れ
た
が
、
安
史
の
乱
中
に
渤
海
を
渡
り
、�
州
を
会
府

に
最
大
一
五
州
に
も
及
ぶ
大
版
図
を
築
い
た
、
河
南
屈
指
の
有
力
藩
鎮
で
あ
る
。
そ
の
藩
帥
位
は
李
正
己
以
下
、
息
子
の
李
納
、
孫
の

李
師
古
・
李
師
道
へ
と
四
世
約
六
〇
年
に
亘
り
世
襲
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
先
行
研
究
で
は
唐
朝
廷
と
の
対
立
や
活
発
な
海
上
交
易
に
主

眼
が
置
か
れ
て
お
り

(

３)

、
周
辺
諸
藩
鎮
間
で
の
平
盧
節
度
使
の
位
置
づ
け
は
明
瞭
と
は
い
え
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
第
一
章
で
徳
宗
・
憲
宗
期

(
七
七
九
〜
八
二
〇)

を
中
心
に
河
北
・
河
南
に
お
け
る
藩
鎮
間
の
種
々
の
交
渉
に
注

目
し
、
そ
の
中
で
平
盧
節
度
使
が
展
開
し
た
対
藩
鎮
外
交
と
そ
の
意
味
を
分
析
す
る
。
次
に
第
二
章
で
は
、
そ
の
軍
団
の
特
徴
を
、
経

済
・
軍
事
両
面
か
ら
考
察
し
、
平
盧
節
度
使
と
海
商
・
山
地
狩
猟
民
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
第
三
章
で
、
平
盧
節
度
使

の
海
商
・
山
地
狩
猟
民
に
対
す
る
働
き
か
け
に
垣
間
見
ら
れ
る
僧
侶
や
寺
院
の
存
在
に
注
目
す
る
。
本
稿
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
河

南
の
藩
鎮
及
び
そ
の
下
で
活
躍
し
た
諸
勢
力
の
唐
代
史
上
の
役
割
を
解
き
明
か
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
史
料
が
煩
瑣
な
た

め
、
原
文
の
引
用
は
特
に
必
要
な
場
合
の
み
に
留
め
、
複
数
回
使
用
す
る
史
料
や
長
文
史
料
に
つ
い
て
は
番
号
を
附
し
た
。
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第
一
章

徳
宗
・
憲
宗
期
の
河
北
・
河
南
情
勢

(

１)

河
北
の
藩
鎮
間
外
交
と
平
盧
節
度
使

本
章
で
は
、
主
に
徳
宗
・
憲
宗
期
を
中
心
に
、
河
北
・
河
南
の
藩
鎮
の
外
交
関
係
の
分
析
を
通
し
て
、
相
対
的
な
平
盧
節
度
使
の
重

要
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
た
だ
し
論
を
進
め
る
前
に
、
安
史
の
乱
収
束
直
後
の
代
宗
期
か
ら
徳
宗
の
建
中
年
間
頃
ま
で
の
情
勢
を
、
簡

単
に
概
観
し
て
お
く
。
代
宗
期
に
は
、
旧
安
史
軍
か
ら
成
る
河
北
・
河
南
の
諸
藩
鎮

(

魏
博
節
度
使
・
平
盧
節
度
使
等)

が
、
成
徳
節
度

使
李
宝
臣
を
中
核
と
し
、
緩
や
か
な
ま
と
ま
り
を
形
成
し
て
い
た

(

４)

。
と
こ
ろ
が
、
李
宝
臣
が
徳
宗
の
建
中
二
年

(

七
八
一)

正
月
に
死

ぬ
と
、
息
子
の
世
襲
の
可
否
を
端
緒
に
、
諸
藩
鎮
は
唐
朝
廷
に
反
旗
を
翻
し
た

(

５)

。
足
か
け
六
年
に
及
ん
だ
一
連
の
反
乱

(

本
稿
で
は
仮

に

｢

建
中
の
反
乱｣

と
呼
ぶ)

の
最
中
、
成
徳
節
度
使
で
は
李
宝
臣
の
息
子
を
殺
害
し
た
武
将
の
王
武
俊

(

在
任：

七
八
二
〜
八
〇
一)

が

藩
帥
位
を
奪
っ
た
。
ま
た
、
魏
博
・
平
盧
両
節
度
使
で
も
、
藩
帥
の
世
代
交
代
が
起
こ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
変
化
は
、
藩
鎮
同
士
の
外
交
関
係
に
も
如
実
に
反
映
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
主
に
河
北
を
中

心
に
、｢

建
中
の
反
乱｣

後
の
状
況
を
整
理
し
て
い
く
。
当
時
河
北
に
は
、
代
宗
期
か
ら
存
在
し
た
魏
博
・
成
徳
・
盧
龍
節
度
使
に
加

え
、
義
武
節
度
使
が
新
設
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
河
南
の
平
盧
節
度
使
も
頻
繁
に
関
連
記
事
に
登
場
す
る

(

次
頁

[

地
図]

参
照)

。

こ
れ
ら
諸
藩
鎮
の
外
交
関
係
の
中
で
、
ま
ず
注
目
し
た
い
の
が
平
盧
節
度
使
と
成
徳
節
度
使
で
あ
る
。
実
は

｢

建
中
の
反
乱｣

後
、

両
者
は
、
以
前
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
軍
事
衝
突
を
頻
繁
に
繰
り
返
す
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば

『

旧
唐
書』

巻
一
二
四
、
李
師
古
伝

(

中
華
書
局
標
点
本
、
三
五
三
七
頁)

に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

唐
後
半
期
に
お
け
る
平
盧
節
度
使
と
海
商
・
山
地
狩
猟
民
の
活
動

新
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[

史
料
１]

成�
軍�
度
王
武
俊
、
師
を

�
い
て�
・
棣
二
州
に
次や
ど

り
、
將
に
蛤�朶

及
び
三�叉
城
を
取
ら
ん
と
す
。
棣
州
の
鹽

池
は
蛤�朶
に
與お

い
て
、�
ご
と
に
鹽
數
十

萬
斛
を
出
だ
す
。
棣
州
の��(

平
盧
節

度
使)

に
隸
す
る
や
、
其
の
刺
史
李
長�
、

城
を
以
て
朱
滔

(

盧
龍
節
度
使)

に
入
る

も
、
而
れ
ど
も
蛤�朶
は�

(

李
納
。
平
盧

節
度
使
。
在
任：

七
八
二
〜
七
九
二)

の
據

る�
と
爲
り
、
城
に
因
り
て
之
を
戍ま
も

り
、

以
て
鹽
利
を
專
ら
に
す
。
其
の
後
、
武
俊

は
朱
滔
を
敗
る
の
功
を
以
て
、�
・
棣
二

州
を
以
て
之
に
隸
す
る
も
、
蛤�朶
は�
お

�
の
戍
と
爲
る
。�
、
初
め�
州
の
南
に

河
を
跨ま
た

ぎ
て
城き
ず

き
て
以
て
之
を
守
り
、
之

を
三�叉
と
謂
い
、
田�

(

魏
博
節
度
使
。
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[地図] 徳宗・憲宗期の藩鎮 (河北・河南地域)



在
任：

七
八
四
〜
七
九
六)

と
交
わ
り
て
以
て
魏
博
の
路
を�
り
、
而
し
て�
州
を�
掠
す
れ
ば
、
武
俊
の
患
と
爲
る
。�
、
卒
す

る
に
及
び
、
師
古

(

李
師
古
。
李
納
の
子
。
平
盧
節
度
使
。
在
任：

七
九
二
〜
八
〇
六)

之
を
繼
ぐ
。
武
俊
、
其
の
年�
に
し
て
初
め
て

立
ち
、
舊
將
多
く
死
す
る
を
以
て
、
心
は
頗
ぶ
る
之
を
易あ
な

ど
り
、
乃
ち
衆
兵
を�
い
、
蛤�朶
・
三�叉
を
取
る
を
以
て
名
と
爲
し
、

其
の
實
、�
の
境
を
窺
わ
ん
と
欲
す
。
師
古
は
棣
州
の
降
將
趙
鎬
を
し
て
之
を
拒
ま
し
む
。
武
俊
は
其
の
子
士�
を
し
て
兵
を
將

て
先
に
滴
河
を
濟わ
た

ら
し
め
ん
と
す
る
に
、
會た
ま

た
ま
士�
の
營
中
に
火
起
こ
れ
ば
、
軍
驚
き
て
之
を
惡に
く

み
、
未
だ�
ま
ず
。�
宗
、

�
使
し
て�
旨
せ
し
む
れ
ば
、
武
俊�
ち
罷
め
て�
る
。
師
古
は
三�叉
口
城
を
毀こ
ぼ

ち
て
詔
旨
に
從
う

(

６)

。

[

史
料
１]

は
、
棣
州
下
の
塩
産
地
、
特
に
蛤�朶(
棣
州
有
数
の
産
塩
量
の
多
い
塩
池
か)

を
巡
る
平
盧
・
成
徳
両
節
度
使
の
対
立
を
伝
え

て
い
る
。
徳
州
・
棣
州
は
元
々
平
盧
節
度
使
領
だ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
成
徳
節
度
使
に
帰
属
し
た
。
と
こ
ろ
が
平
盧
節
度
使
李
納
は

依
然
、
蛤�朶
を
保
持
し
て
お
り
、
三�叉
城
を
築
い
て
徳
州
を
襲
撃
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
成
徳
節
度
使
も
、
李
納
の
死
没
に
乗
じ
て
平

盧
節
度
使
に
侵
攻
し
た
。
成
徳
節
度
使
と
の
領
土
問
題
は
、
李
納
・
李
師
古
二
代
に
亘
っ
て
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
に
加
え
、
李
納
は
徳
州
を
攻
撃
す
る
際
、｢
田
緒
と
交
わ
り
て
以
て
魏
博
の
路
を
通｣

っ
て
い
る
。
魏
博
節
度
使
の
田
緒
は
、

李
納
と
よ
し
み
を
通
じ
、
成
徳
節
度
使
攻
撃
の
進
軍
路
を
提
供
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
貞
元
六
年

(

七
九
〇)

、
棣
州
の
帰
属
を

巡
り
平
盧
・
成
徳
節
度
使
間
に
軍
事
衝
突
が
起
き
た
時
も
、
田
緒
は
詔
と
偽
っ
て
棣
州
を
李
納
に
帰
属
さ
せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
怒
っ

た
成
徳
節
度
使
は
魏
博
節
度
使
領
の
貝
州
に
侵
攻
し
た

(

７)

。
平
盧
節
度
使
と
成
徳
節
度
使
と
の
軍
事
衝
突
は
、
魏
博
節
度
使
ま
で
巻
き
込

む
事
態
に
発
展
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
成
徳
・
義
武
・
盧
龍
三
節
度
使
間
の
関
係
を
確
認
す
る
。
実
は
こ
の
三
鎮
は
、
互
い
に

｢

私
隙｣

即
ち
私
的
な
軋
轢
を
抱
え

唐
後
半
期
に
お
け
る
平
盧
節
度
使
と
海
商
・
山
地
狩
猟
民
の
活
動
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て
お
り
、
元
和
二
年

(

八
〇
七)

八
月
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
讒
訴
の
た
め
、
唐
朝
廷
に
上
奏
を
行
っ
た

(

８)

。
そ
の
具
体
的
な
軋
轢
に
つ
い
て

は
、
断
片
的
な
が
ら
史
料
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
盧
龍
節
度
使
は
、｢

建
中
の
反
乱｣

時
、
反
乱
に
誘
っ
て
き
た
は
ず
の
成
徳
節
度
使
に
裏
切
ら
れ
、
さ
ら
に
完
膚
な
き
ま

で
に
撃
ち
破
ら
れ
て
し
ま
っ
た

(

９)

。
そ
の
た
め
盧
龍
節
度
使
が
成
徳
節
度
使
を
恨
ん
で
い
た
の
は
当
時
周
知
の
事
実
で
、
唐
朝
廷
は

｢

燕
・

趙
の
怨
み
を
爲
す
は
、
天
下
に
知
ら
ざ
る
無
し

(�)｣
(『

資
治
通
鑑』

巻
二
三
八
、
元
和
四
年

(

八
〇
九)

条
、
中
華
書
局
標
点
本
、
七
六
七
〇
頁)

と
、
当
の
盧
龍
節
度
使
劉
済
は

｢

天
子
、
我
の
趙
を
怨
む
を
知
る

(�)｣
(『

新
唐
書』

巻
二
一
二
、
劉
済
伝
、
中
華
書
局
標
点
本
、
五
九
七
四
頁)

と
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
義
武
・
成
徳
節
度
使
間
に
も
感
情
的
対
立
が
あ
っ
た
。
義
武
節
度
使
は
成
徳
節
度
使
か
ら
分
離
独
立
し
た
藩
鎮
で
、
初
代
藩

帥
、
張
孝
忠
の
武
勇
と
知
略
は
以
前
か
ら
王
武
俊
と
並
称
さ
れ
て
い
た

(�)
。
王
武
俊
は
対
抗
意
識
か
ら
か
平
生
彼
を
軽
ん
じ
て
い
た
が

(�)

、

対
す
る
張
孝
忠
の
息
子
張
昇��
も
、
面
罵
す
る
程
王
武
俊
の
人
柄
を
軽
視
し
て
い
た

(�)
。
こ
れ
に
怒
っ
た
王
武
俊
は
貞
元
九
年

(

七
九
三)

、

義
武
節
度
使
の
会
府
定
州
に
侵
攻
し
、
義
豊
・
安
喜
・
無
極
の
三
県
を
掠
奪
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
背
景
に
つ
い
て

『

資
治
通
鑑』

巻
二
三
四
、
貞
元
九
年

(

七
九
三)

条

(

七
五
四
三
頁)

は
、｢

定
州
は
富
庶
た
れ
ば
、

武
俊
常
に
之
を
欲
す
る
に
、
是

(

張
昇��
が
王
武
俊
を
罵
っ
た
事
件)

に
因
り
て
兵
を�
わ
し
、
襲
い
て
義
豐
を
取
り
、
安
喜
・
無
極
の

萬
餘
口
を
掠
し
、
之
を�
・
棣
に
徙
す

(�)｣
と
伝
え
る
。
王
武
俊
は
、
常
々
人
庶
豊
か
な
定
州
を
欲
し
て
い
た
た
め
、
張
昇��
の
軽
挙
を

口
実
に
義
武
節
度
使
に
侵
攻
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
掠
奪
後
、
王
武
俊
は
定
州
の
人
々
を
徳
州
・
棣
州
に
徙
し
て
い
る
。
両

州
は

[

史
料
１]

に
あ
る
よ
う
に
、
平
盧
節
度
使
と
成
徳
節
度
使
と
の
係
争
地
だ
っ
た
。
成
徳
節
度
使
の
処
置
は
、
平
盧
節
度
使
か
ら
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も
挑
発
行
為
と
受
け
止
ら
れ
か
ね
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、｢

建
中
の
反
乱｣

後
の
河
北
で
は
、
成
徳
節
度
使
に
対
立
す
る
平
盧
・
魏
博
・
盧
龍
・
義
武
節
度
使
、

と
い
う
構
図
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
く
。
中
で
も
成
徳
・
平
盧
節
度
使
間
の
徳
州
・
棣
州
を
巡
る
軍
事
衝
突
は
、
隣
接
す
る
魏
博
節
度

使
を
巻
き
込
ん
だ
の
み
な
ら
ず
、
義
武
節
度
使
と
の
関
係
に
ま
で
波
及
し
得
る
最
大
の
外
交
問
題
で
あ
っ
た
。

(

２)
平
盧
節
度
使
に
対
す
る
周
辺
諸
藩
鎮
の
対
応

前
節
を
踏
ま
え
て
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
成
徳
節
度
使
を
除
く
平
盧
・
魏
博
・
盧
龍
・
義
武
の
四
節
度
使
の
関
係
で
あ
る
。
実
は
、

こ
の
四
者
間
に
は
、
目
立
っ
た
軍
事
衝
突
や
対
立
の
形
跡
は
な
い
。
わ
ず
か
に
前
掲
元
和
二
年

(

八
〇
七)

八
月
の
事
例
か
ら
盧
龍
・

義
武
節
度
使
間
に

｢

私
隙｣

が
想
定
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
状
況
は
判
然
と
し
な
い
。
代
わ
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
平
盧
節
度
使
に

対
す
る
、
魏
博
・
義
武
両
節
度
使
か
ら
の
子
弟
の
入
仕
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
具
体
的
に
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
入
仕
し
た
の
か
、

史
料
か
ら
探
っ
て
い
く
。

ま
ず
、
魏
博
節
度
使
に
つ
い
て
、『

新
唐
書』

巻
二
一
〇
、
田
緒
伝

(

五
九
三
三
頁)

に
は
、｢

兄
の
朝
は
、
李�
に
仕
え
て
齊
州
刺

史
と
爲
る

(�)｣

と
の
記
事
が
あ
る
。
田
緒
の
兄
田
朝
は
、
平
盧
節
度
使
李
納
麾
下
の
斉
州
刺
史
だ
っ
た
。
田
朝
が
李
納
に
仕
え
始
め
た
き
っ

か
け
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し

『

資
治
通
鑑』

は
、
徳
州
・
棣
州
の
件
で
田
緒
が
李
納
側
に
加
担
し
た
理
由
は
、
李
納
が
密
か
に
田
朝

を
魏
博
節
度
使
に
就
け
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う

｢

或
る
人｣

の
妄
言
を
田
緒
が
信
じ
、
李
納
の
顔
色
を
窺
わ
ん
と
し
た
た
め
と
す

る

(�)

。
実
際
、
李
納
が
魏
博
節
度
使
の
藩
帥
位
へ
の
介
入
を
意
図
し
て
い
た
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
。
だ
が
、
結
果
的
に
田
朝
の
存
在
は
、

唐
後
半
期
に
お
け
る
平
盧
節
度
使
と
海
商
・
山
地
狩
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民
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田
緒
か
ら
李
納
へ
の
援
助
を
引
き
出
し
た
。
元
和
七
年

(

八
一
二)

頃
に
は
、
平
盧
節
度
使
李
師
道

(

李
師
古
の
弟
。
在
任：

八
〇
六
〜
八

一
九)
が
宣
武
節
度
使
韓
弘
に
遣
使
し
た
際
、｢

我
、
代よ

よ
田
氏

(

魏
博
節
度
使
の
藩
帥
一
族)

と
約
し
て
相
い
保�
す

(�)｣
(

韓
愈

『

韓
昌
黎

集』

巻
三
二
、
碑
誌

｢

司
徒
兼
侍
中
中
書
令
贈
太
尉
許
國
公�
道
碑｣

三
秦
出
版
社
標
点
本
、
六
七
頁)

と
語
っ
て
い
る
。
平
盧
・
魏
博
節
度
使

は
、
お
そ
ら
く
こ
の
頃
ま
で
協
力
的
な
関
係
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
義
武
節
度
使
で
も
藩
帥
張
茂
昭
の
弟
、
張
昇��(
先
に
王
武
俊
を
罵
っ
た
人
物)

に
つ
い
て

｢

海
州
團
練
使
の
張
昇��
は
、
昇

雲

(

張
昇
雲
＝
張
茂
昭)

の
弟
、
李�
の
婿
な
り

(�)｣
(『

資
治
通
鑑』

巻
二
三
四
、
貞
元
九
年

(

七
九
三)

条
、
七
五
四
三
頁)

と
の
記
事
が
あ
り
、

張
昇��
が
海
州

(

当
時
平
盧
節
度
使
領)

団
練
使
に
任
じ
ら
れ
た
上
、
李
納
の
女
婿
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
先
の
魏
博
節

度
使
の
例
に
鑑
み
れ
ば
、
義
武
節
度
使
と
平
盧
節
度
使
の
間
に
も
、
何
ら
か
の
協
力
・
提
携
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
平
盧
節
度
使
の
下
に
は
、
魏
博
節
度
使
か
ら
田
朝
が
、
義
武
節
度
使
か
ら
張
昇��
が
入
仕
し
て
い
た
。
し
か
も
平
盧

節
度
使
は
、
彼
ら
を
決
し
て
冷
遇
せ
ず
、
州
刺
史
・
団
練
使
に
任
命
し
、
張
昇��
に
至
っ
て
は
娘
ま
で
娶
せ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
に
対
し
、
魏
博
・
義
武
・
盧
龍
の
三
節
度
使
間
に
は
、
類
似
の
関
係
が
あ
っ
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
勿
論
、
隣
接
諸
藩
が
平

素
全
く
の
没
交
渉
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
義
武
・
魏
博
両
節
度
使
か
ら
子
弟
の
入
仕
を
受
け
て
い
る
点
は
、

平
盧
節
度
使
に
特
徴
的
な
外
交
政
策
と
い
っ
て
良
い
。

こ
の
よ
う
な
外
交
の
背
景
を
考
え
る
鍵
が
、
河
南
の
漕
運
、
特
に
通
済
渠
の
要
衝
徐
州
を
巡
る
攻
防
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、

徐
州
と
平
盧
節
度
使
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
平
盧
節
度
使
が
魏
博
・
義
武
両
節
度
使
と
子
弟
の
入
仕
を
介
し
た
提
携
関
係
を
結
ん
だ
理

由
を
明
ら
か
に
す
る
。
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(

３)

徐
州
を
巡
る
攻
防
と
平
盧
節
度
使

平
盧
節
度
使
は
、｢

建
中
の
反
乱｣

以
前
に
は
最
大
一
五
州
に
も
及
ぶ
版
図
を
領
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
反
乱
時
、
成
徳
節
度
使
に

黄
河
北
岸
の
徳
州
・
棣
州
を
奪
わ
れ
た
の
に
加
え
、
南
方
で
は
徐
州
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
徐
州
は
、�

橋

(

後
の
宿
州)

と
い
う
通

済
渠
の
要
衝
を
領
し
て
い
た
た
め
、
乱
後
は
特
別
に
武
寧
節
度
使
が
新
設
さ
れ
た

(�)

。
こ
の
措
置
に
平
盧
節
度
使
の
脅
威
が
大
い
に
関
係

し
た
こ
と
は
、
武
寧
節
度
使
創
設
に
先
立
ち
、
宰
相
李
泌
が
、｢

江
淮
の
漕�
は
甬
橋

(

＝�

橋)

を
以
て
咽
喉
と
爲
す
も
、
地
は
徐
州

に
屬
し
、
李�(
平
盧
節
度
使)

に
鄰
し
、
刺
史
の
高
明
應
は
年
少
に
し
て
事
を�
わ
ざ
れ
ば
、
若
し
李�
の
一
旦
復
た
異
圖
有
り
て
、

竊ひ
そ

か
に
徐
州
に
據
れ
ば
、
是
れ
江
淮
を
失
う
な
り
。
國
用
何
に
從
り
て
致
さ
ん

(�)｣
(『

資
治
通
鑑』

巻
二
三
三
、
貞
元
四
年

(

七
八
八)

条
、

七
五
一
六
―
七
五
一
七
頁)

と
語
っ
た
こ
と
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。

通
済
渠
に
拠
る
漕
運
の
利
の
回
復
は
、
平
盧
節
度
使
の
宿
願
だ
っ
た
。
李
納
は
徐
州
が
反
し
た
時
、
激
怒
し
猛
攻
を
加
え
て
お
り

(�)

、

そ
の
後
も
兵
を
徐
州
境
域
に
駐
留
さ
せ
て
い
る

(�)
。
ま
た
永
貞
元
年

(

八
〇
五)

に
は
、
李
師
古
が
徳
宗
の
崩
御
に
乗
じ
、�
州

(

通
済
渠

と
黄
河
の
結
節
点)

を
擁
す
る
義
成
節
度
使
攻
撃
を
図
っ
た

(�)
。

と
こ
ろ
で
、
徐
州
奪
還
の
最
大
の
障
壁
と
な
っ
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
成
徳
節
度
使
で
あ
る
。
貞
元
一
六
年

(

八
〇
〇)

五
月
、
武
寧

節
度
使
の
張
建
封
が
死
ぬ
と
、
李
師
古
は
こ
れ
を
機
に
故
地
徐
州
回
復
の
た
め
出
兵
し
た
。
当
時
の
状
況
を
、『

新
唐
書』

巻
一
七
七
、

馮
宿
伝

(

五
二
七
七
頁)

は
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

[

史
料
２]

建
封

(

張
建
封)

卒
す
る
に
、
子
の�
は
軍
中
の
爲
に
脅
か
さ
れ
て
留
事
を
主
る
。
李
師
古
、
將
に
喪
に
乘
じ
て
故
地

を
復
さ
ん
と
す
れ
ば
、�
大
い
に
懼
る
。
是
に
於
い
て
、
王
武
俊
兵
を
擁
し
て
觀
釁
す
れ
ば
、
宿

(

馮
宿
。
武
寧
節
度
掌
書
記)

、

唐
後
半
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に
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書
を
以
て�
き
て
曰
く
、
張
公

(

張
建
封)

は
公
と
兄
弟
と
爲
り
、
共
に
兩
河
を
力
驅
し
て
天
子
に
歸
せ
ん
と
欲
す
る
は
、
天
下

知
ら
ざ
る
莫
し
。
今
張
公
は
不
幸
に
し
て
、
幼
兒

(

張�)
は
亂
兵
の
脅
す�
と
爲
り
、�
は
則
ち
誠
款
隔�
し
、
外
は
則
ち
彊

寇��
す
れ
ば
、
公
安
く
ん
ぞ
坐�
す
る
を
得
ん
や
。
誠
に
能
く
天
子
に
舊
勳
を
忘
れ
ざ
ら
ん
こ
と
を
奏
し
、�
の
罪
を
赦
し
、

束
身
し
て
自
ら
歸
せ
し
む
れ
ば
、
則
ち
公
は�
亂
の
功
、
繼�
の�
有
ら
ん
か
な
、
と
。
武
俊�
び
、�
ち
表
聞
す
れ
ば
、�
に

�
に
留
後
を
授
く

(�)
。

平
盧
節
度
使
の
侵
攻
に
留
後
の
張�
は
大
い
に
震
え
あ
が
っ
た
が
、
馮
宿
は
成
徳
節
度
使
王
武
俊
が
兵
を
動
か
し

｢

觀
釁｣

、
即
ち
隙

を
窺
っ
て
い
る
の
に
目
を
付
け
、
彼
を
説
き
伏
せ
て
張�
を
武
寧
節
度
使
と
し
、
平
盧
節
度
使
に
攻
撃
の
機
会
を
与
え
な
か
っ
た
。
王

武
俊
が
何
の
隙
を
窺
っ
て
い
た
の
か
、[
史
料
２]

か
ら
は
定
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
成
徳
節
度
使
と
武
寧
節
度
使
は
境
域
も
接
し
て

お
ら
ず
、
直
接
的
か
つ
顕
著
な
利
害
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
本
章
第
一
節
で
み
た
よ
う
に
、
平
盧
・
成
徳
節
度
使
間
に
軍

事
的
緊
張
が
あ
っ
た
こ
と
、[

史
料
１]

で
王
武
俊
が

｢

其
の
實
、�(
李
納)

の
境
を
窺
わ
ん
と
欲｣

し
て
い
た
こ
と
、
の
二
点
を

踏
ま
え
る
な
ら
、
王
武
俊
の
狙
い
は
武
寧
節
度
使
で
は
な
く
、
武
寧
節
度
使
を
攻
撃
す
る
平
盧
節
度
使
の
背
後
、
お
そ
ら
く
徳
州
や
棣

州
方
面
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

平
盧
節
度
使
が
子
弟
の
入
仕
を
通
じ
て
魏
博
・
義
武
両
節
度
使
と
提
携
し
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
成
徳
節
度
使
の
脅
威
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
北
方
の
塩
産
地
を
巡
る
軋
轢
だ
け
な
ら
ば
、
平
盧
節
度
使
も
正
面
か
ら
迎
え
撃
て
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
南
方
の

徐
州
奪
還
に
ま
で
手
を
広
げ
る
と
、
ど
う
し
て
も
背
後
に
隙
が
で
き
、
そ
こ
を
成
徳
節
度
使
に
狙
わ
れ
て
し
ま
う
。
平
盧
節
度
使
は
、

こ
の
成
徳
節
度
使
の
牽
制
役
を
、
魏
博
・
義
武
両
節
度
使
に
期
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
魏
博
・
義
武
両
節
度
使
に
と
っ
て
も
、
領
土
問
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題
を
巡
っ
て
敵
対
し
て
い
た
成
徳
節
度
使
の
背
後
に
控
え
る
平
盧
節
度
使
と
結
ぶ
の
は
、
極
め
て
自
然
な
成
り
行
き
だ
っ
た
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
河
北
・
河
南
の
情
勢
を
み
て
い
く
と
、
そ
の
中
で
平
盧
節
度
使
の
存
在
は
決
し
て
軽
視
で
き
な
い
。
平
盧
節
度
使
は

徳
州
・
棣
州
の
塩
産
地
や
徐
州
の
漕
運
等
、
経
済
的
な
要
地
を
中
心
に
軍
事
行
動
を
展
開
し
た
。
こ
の
軍
事
行
動
は
成
徳
・
魏
博
・
義

武
と
い
う
河
北
を
代
表
す
る
諸
藩
鎮
ば
か
り
で
な
く
、
河
南
の
武
寧
節
度
使
に
ま
で
も
影
響
力
を
及
ぼ
す
も
の
だ
っ
た
。

な
お
、
元
和
五
年

(
八
一
〇)

以
降
、
義
武
節
度
使
や
魏
博
節
度
使
は
唐
朝
廷
寄
り
の
政
策
へ
と
舵
を
切
る
が
、
逆
に
平
盧
節
度
使

は
成
徳
節
度
使
や
河
南
の
淮
西
節
度
使
と
結
束
し
、
唐
朝
廷
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た

(�)

。
こ
う
し
た
動
向
か
ら
も
、
徳
宗
・
憲
宗
期
に
お

い
て
平
盧
節
度
使
は
、
河
北
・
河
南
の
諸
藩
鎮
と
密
接
に
連
動
し
た
外
交
政
策
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

第
二
章

経
済
・
軍
事
面
よ
り
み
た
平
盧
節
度
使

(

１)

経
済
的
特
徴

前
章
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
平
盧
節
度
使
は
河
北
か
ら
河
南
に
及
ぶ
広
範
な
軍
事
行
動
を
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
次

に
こ
の
活
動
を
支
え
た
要
因
と
し
て
、
軍
団
の
経
済
力
や
軍
事
力
を
考
察
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
ず
経
済
面
で
あ
る
が
、
平
盧
節
度
使
の
領
域
は
絹
織
物
や
穀
物
、
鉄
や
銅
、
塩
の
一
大
生
産
地
だ
っ
た

(�)
。
特
に
、
河
南
道
の
絹
は
、

河
北
道
と
並
ん
で
高
品
質
で
知
ら
れ
る

(�)
。
ま
た
私
塩
は
、
内
陸
の
藩
鎮
と
の
交
易
品
で
あ
り
、『

資
治
通
鑑』

巻
二
三
六
、
順
宗
永
貞

元
年

(

八
〇
五)

条

(

七
六
〇
九
頁)

に
は

｢�
少
誠

(

淮
西
節
度
使)

は
牛
皮
の�奚
材
を
以
て
師
古

(

李
師
古)

に�
わ
し
、
師
古
は
鹽

を
以
て
少
誠
に
資
し

(�)｣

た
事
例
が
あ
る
。
こ
の
淮
西
節
度
使
へ
の
塩
輸
出
は
、
憲
宗
期
に
及
ん
で
も
依
然
継
続
し
て
行
わ
れ
た

(�)

。
こ
う

唐
後
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る
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と
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し
た
商
業
活
動
は
、
平
盧
節
度
使
の
財
源
と
な
っ
て
お
り
、
元
和
年
間
に
は

｢

師�(

李
師
道)

は
軍
用
屈
す
る
を
以
て
、
賈
人
の
錢

を�あ
つ

め
て
助
け
と
爲
し
、
悟

(

劉
悟
。
後
の
平
盧
軍
都
知
兵
馬
使)

を
し
て
之
を
督
せ
し
む

(�)｣
(『

新
唐
書』

巻
二
一
四
、
劉
悟
伝
、
六
〇
一
二

頁)

と
あ
る
よ
う
に
、
商
人
か
ら
の
徴
税
を
軍
資
金
と
し
て
補
填
し
て
い
る
。

さ
ら
に
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
山
東
半
島
や
楚
州
・
揚
州
に
築
い
た
拠
点
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
、
新
羅
・
渤
海
に
及
ぶ
幅
広
い
海
上

交
易
で
あ
る

(�)
。
例
え
ば
、
渤
海
か
ら
は
毎
年
の
よ
う
に
馬
を
輸
入
し
て
い
る

(�)

。
ま
た
、
新
羅
か
ら
大
量
の
奴
婢
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、『

唐
会
要』

巻
八
六
、
奴
婢
条

(

上
海
古
籍
出
版
社
標
点
本
、
一
八
六
一
頁)

に
詳
し
い
。

[

史
料
３]

長
慶
元
年

(
八
二
一)

三
月
、
平
盧
軍���
度
使
薛�(
在
任：

八
一
九
〜
八
二
五)

奏
す
ら
く
、
應
に
海
賊
の
新
羅

の
良
口
を�玄
掠
し
、
將
に
當
管
の
登
・�
州
の
界
及
び�
海
の��
に
至
り
て
、
賣う

り
て
奴
婢
と
爲
さ
ん
と
す
る�
有
る
べ
し
。
…

(

中
略)

…
先
に
制
勅
有
り
て
禁
斷
す
る
も
、
當
管
は
久
し
く
賊

(

李
正
己
以
下
、
李
納
・
李
師
古
・
李
師
道)

中
に
陷
る
に�
り
て
、

承
前
は
法
度
を
守
ら
ず
。
收
復
し
て
よ
り
已
來
、�
路
阻
む
無
け
れ
ば
、
遞
相
販
鬻
し
、
そ
の
弊
尤
も
深
し
。
伏
し
て
乞
う
ら
く

は
、
特
に
明
勅
を
降
し
、
今
起よ

り
已
後
、�
海
の��
の
、
應
有

あ
ら
ゆ
る

上
件
の
賊
の
新
羅
國
の
良
人
等
を�玄
賣
す
る
は
、
一
切
禁
斷
せ

ん
こ
と
を
。�
う
ら
く
は
、�
在
の
觀
察
使
を
し
て
嚴
し
く
捉
搦
を
加
え
、
如
し�
犯
有
ら
ば
、
便
ち
法
に
準
じ
て
斷
ぜ
し
め
ん

こ
と
を
、
と
。
勅
旨
す
ら
く
、
宜
し
く
依
る
べ
し
、
と

(�)
。

長
慶
元
年

(

八
二
一)

三
月
、
平
盧
節
度
使
薛
平
は
、
新
羅
人
の
良
民
が

｢

海
賊｣

(

お
そ
ら
く
多
く
は
武
装
し
た
商
人)

に
略
奪
さ
れ
、

山
東
半
島
の
登
州
・�
州
一
帯
で
奴
婢
と
し
て
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
、
唐
朝
廷
に
禁
勅
を
求
め
た
。
薛
平
も

｢

先
に
制
勅
有
り

て
禁
斷
す｣

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
上
奏
に
先
立
つ
元
和
一
一
年

(
八
一
六)

に
は
既
に
、
新
羅
良
民
掠
売
に
対
す
る
禁
勅
発
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布
が
確
認
で
き
る

(�)
。
こ
の
海
賊
に
よ
る
新
羅
良
民
掠
売
が
、
薛
平
の
い
う

｢

賊｣

、
即
ち
以
前
の
平
盧
節
度
使
の
主
導
だ
っ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い

(�)
。
こ
の
よ
う
に
平
盧
節
度
使
の
下
で
展
開
さ
れ
た
新
羅
・
渤
海
と
の
交
易
は
、
九
世
紀
中
葉
以
降
、
中
国
沿
海
部
や

朝
鮮
半
島
、
そ
し
て
日
本
ま
で
股
に
か
け
て
活
躍
し
た
新
羅
商
人
登
場
の
礎
と
な
り
、
宋
代
以
降
の
東
シ
ナ
海
交
易
網
へ
と
展
開
し
て

い
く
こ
と
と
な
る

(�)
。

以
上
の
よ
う
に
平
盧
節
度
使
は
、
絹
・
塩
等
の
土
産
を
基
盤
に
、
多
角
的
な
交
易
を
展
開
し
て
い
た
。
中
で
も
注
視
さ
れ
る
の
は
、

新
羅
・
渤
海
と
の
海
上
交
易
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
諸
藩
鎮
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
平
盧
節
度
使
が
渤
海
湾
や
黄
海
を
往
来

す
る
海
商
と
、
積
極
的
に
提
携
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

(

２)

軍
事
的
特
徴

経
済
的
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
、
軍
団
の
人
的
構
成
を
確
認
し
た
い
。
平
盧
節
度
使
は
元
来
安
禄
山
麾
下
に
あ
っ
た
た
め
、
軍
内
に

は
多
く
営
州
時
代
か
ら
の
武
将
を
擁
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
新
規
参
入
者
も
幅
広
く
募
っ
て
お
り
、｢

亡
命｣

や
唐
朝
廷
で
罪

を
得
た
人
物
も
厚
く
遇
し
て
迎
え
入
れ
た

(�)
。
ま
た
、
第
一
章
で
み
た
田
朝
や
張
昇��
ら
他
藩
鎮
の
子
弟
は
、
刺
史
や
団
練
使
等
、
軍
団

の
統
率
者
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
辟
召
も
盛
ん
に
行
っ
て
お
り
、
例
え
ば
渤
海
人
の
高
沐

(�)
は
、
李
師
古
の
下
で
判
官
に
ま
で
上

り
詰
め
、
李
師
道
擁
立
の
立
役
者
と
も
な
っ
た
。
そ
の
総
兵
力
は
、
十
万
と
も
称
さ
れ
て
い
る

(�)
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
組
織
構
成
は
平
盧
節
度
使
に
限
ら
な
い
。
辟
召
は
言
う
ま
で
も
な
く
多
く
の
藩
鎮
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、｢

亡
命｣

の
招
集
も
、
成
徳
節
度
使

(�)
・
魏
博
節
度
使

(�)
等
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
平
盧
節
度
使
に
お
い
て
特
筆
す
べ

唐
後
半
期
に
お
け
る
平
盧
節
度
使
と
海
商
・
山
地
狩
猟
民
の
活
動
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き
は
、
河
南
の
山
岳
地
帯
に
住
む

｢

山
棚｣

と
い
う
山
地
狩
猟
民
の
存
在
で
あ
る
。
初
め
に
、
山
棚
の
概
要
に
つ
い
て

『

唐
会
要』

巻

六
七
、
留
守
条

(

一
四
〇
二
頁)

に
依
っ
て
確
認
し
て
お
く
。

[

史
料
４]

(

元
和)

十
年

(

八
一
五)

十
二
月
、
東�
防
禦
使
呂
元
膺
、
山
河
の
子
弟
を
募
り
、
以
て
宮
城
を
衞ま
も

ら
し
め
ん
こ
と
を

�
う
。
東�
の
西
南
は�
・�
に
聨
な
り
、
山
谷
曠�
に
し
て
、
麋
鹿
・
猛
獸
多
し
。
人
は
射
獵
を�
い
、
耕
稼
に
務
め
ず
、
春

夏
は
其
の
族
黨
を
以
て�
徙
し
て
常
無
し
、
俗
に
呼
び
て
山
棚
と
爲
す
。
前
留
守
の
權�
輿
、
其
の
縻つ
な

ぎ
て
用
う
べ
き
を
知
れ
ば
、

將
に
之
を�
わ
ん
と
す
。(

権
徳
輿
が)

會た
ま

た
ま
詔�
せ
ら
れ
、
故
に
元
膺
繼
ぎ
て
焉こ
れ

を�
う

(�)

。

山
棚
は
、
洛
陽
の
西
南
、�
州
や�
州
に
連
な
る
山
中
の
広
大
な
谷
あ
い
に
住
ん
で
い
た
。
大
鹿
等
を
狩
猟
し
、
農
業
は
行
わ
ず
、
春

夏
は
一
族
で
連
れ
立
っ
て
移
動
生
活
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
。
彼
ら
は
山
林
の
奥
に
住
ん
だ
仲
間
意
識
の
強
い
好
戦
的
な
非
漢
人
で
、

利
害
に
応
じ
て
動
き
、
唐
末
に
は
茶
商
と
な
っ
た
他
、
寇
賊
と
し
て
各
地
に
出
没
し
た

(�)
。
五
代
期
に
は

｢

山
林
の�
悍｣

が�
海
節
度

使

(

会
府：�
州)

の
募
兵
に
応
じ
て
い
る

(�)
。[
史
料
４]

に
あ
る
よ
う
に
、
東
都
留
守
の
権
徳
輿
や
呂
元
膺
は
山
棚
の
有
用
性
を
認
識

し
て
お
り
、
彼
ら
を

｢

山
河
の
子
弟｣

と
し
て
洛
陽
の
護
衛
に
充
て
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
実
は
同
時
期
に
平
盧
節
度
使
も
山
棚
の
取
り
込
み
を
画
策
し
て
い
た
。『

旧
唐
書』

巻
一
二
四
、
李
師
道
伝

(

三
五
三
九

頁)

に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

[

史
料
５]

初
め
、
師�(
李
師
道)

、
多
く
田
を
伊
闕
・
陸
渾
の�
に
買
い
、
凡お
よ

そ
十�
處
、
以
て
山
棚
を
舎お

き
て
之
に
衣
食
せ

ん
こ
と
を
欲
す
。�
嘉
珍
・
門
察
な
る�
有
り
、
潛
か
に
之
を
部
分
し
、
以
て
圓
靜
に
屬
せ
し
め
、
師�
の
錢
千
萬
を
以
て
僞
り

て
嵩
山
の
佛
光
寺
を
理
め
ん
と
し
、
嘉
珍
の
竊
か
に
發
す
る
の
時
を
以
て
火
を
山
中
に
舉
げ
、
二
縣
の
山
棚
人
を
集
め
て
亂
を
作

東

洋

学

報

第
九
十
五
巻

72

七
二



さ
ん
こ
と
を
期
す
。
窮
し
て
之
を
按
ず
る
に
及
び
、
嘉
珍
・
門
察
は
、
乃
ち
武
元
衡
を
賊
そ
こ
な
う�
な
れ
ば
、
元
膺

(

呂
元
膺
。
東
都

留
守)�
に�
し
て
以
聞
す

(�)
。

当
初
、
平
盧
節
度
使
李
師
道
は
、
伊
闕
・
陸
渾
と
い
う
洛
陽
南
方
の
二
県
に
十
か
所
ほ
ど
耕
作
地
を
購
入
し
、
そ
こ
に
山
棚
を
安
置
し

て
衣
食
を
支
給
す
る
つ
も
り
で
い
た
。
部
隊
に
分
け
ら
れ
た
こ
の
山
棚
を
牛
耳
っ
て
い
た
の
が
、�
嘉
珍
・
門
察
の
二
名
で
あ
る
。
彼

ら
は
他
に
殆
ど
情
報
が
な
い
が
、
お
そ
ら
く
山
棚
の
首
領
ク
ラ
ス
で
あ
ろ
う

(�)

。
さ
ら
に
両
名
は
、
円
静

(

第
三
章
で
詳
述)

な
る
人
物

の
管
下
に
属
し
て
い
た
。
元
々
は
、
洛
陽
奇
襲
時
に
は�
嘉
珍
が
山
中
に
狼
煙
を
上
げ
、
二
県
に
安
置
し
た
山
棚
を
集
め
て
乱
を
起
こ

す
計
略
だ
っ
た
。
ま
た
、�
嘉
珍
・
門
察
は
武
元
衡

(

当
時
の
宰
相)

の
暗
殺
者
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
山
棚
は
平
盧
節
度
使
の
下
で
、

陽
動
や
攪
乱
を
担
っ
て
暗
躍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
唐
朝
廷
は
憲
宗
の
下
で
藩
鎮
抑
圧
策
を
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
、

公
然
と
軍
勢
を
動
か
せ
ば
反
乱
と
も
見
做
さ
れ
か
ね
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、
山
棚
部
隊
は
平
盧
節
度
使
に
と
っ
て
、
対
唐
朝
廷
の
軍

事
行
動
を
任
せ
ら
れ
る
切
り
札
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
章
で
の
考
察
か
ら
、
平
盧
節
度
使
の
経
済
・
軍
事
的
特
徴
は
、
海
上
活
動
を
展
開
し
た
海
商
、
及
び
山
岳
地
帯
に
居
住
し
て
い
た

山
棚
の
起
用
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、[

史
料
４]

に
も
あ
る
よ
う
に
、
山
棚
は
平
盧
節
度
使
だ
け
で
は
な
く
、
唐
朝
廷
に

も
加
担
し
得
た
。
ま
た
、
海
商
に
つ
い
て
も
、
新
羅
商
人
が
新
羅
王
権
に
接
触
し
た
事
例
が
み
ら
れ
る

(�)
。
山
棚
・
海
商
は
双
方
共
に
、

決
し
て
平
盧
節
度
使
の
み
に
帰
属
意
識
を
持
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
海
商
が
海
上
を
往
来
し
た
の
は
勿
論
の
こ

と
、
山
棚
も
季
節
毎
に
遷
徙
し
て
お
り
、
両
勢
力
は
非
常
に
機
動
性
と
流
動
性
の
高
い
集
団
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
た
め
、
平

盧
節
度
使
が
彼
ら
を
簡
単
に
手
な
ず
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

唐
後
半
期
に
お
け
る
平
盧
節
度
使
と
海
商
・
山
地
狩
猟
民
の
活
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そ
れ
で
は
平
盧
節
度
使
は
、
い
か
に
し
て
山
棚
・
海
商
と
接
点
を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
山
棚
・
海
商
の
史
料
に
は
、
い
ず

れ
も
僧
侶
、
或
い
は
寺
院
が
登
場
す
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
こ
の
僧
侶
や
寺
院
が
、
平
盧
節
度
使
と
山
棚
・
海
商
と
の
接
触
に
果
た

し
た
役
割
を
探
り
た
い
。

第
三
章

平
盧
節
度
使
に
よ
る
山
棚
と
海
商
の
掌
握

(

１)
嵩
山
僧
侶
と
山
棚

ま
ず
、
平
盧
節
度
使
が
山
棚
を
掌
握
す
る
際
の
具
体
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
こ
の
時
注
目
し
た
い
の
が
、[

史
料
５]

で
登

場
し
た
、
仏
教
僧
の
円
静
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は

[

史
料
５]

に
加
え
、
そ
の
直
前
の
文
章
で
あ
る

『

旧
唐
書』

巻
一
二
四
、
李

師
道
伝

(

三
五
三
八
―
三
五
三
九
頁)

を

[
史
料
６]

と
し
て
挙
げ
、
円
静
の
所
属
・
経
歴
等
を
考
察
す
る
。

元
和
十
年

(

八
一
五)

、
平
盧
節
度
使
李
師
道
は
、
淮
西
節
度
使
討
伐
中
の
唐
朝
廷
の
後
方
撹
乱
を
目
論
み
、
洛
陽
の
出
先
機
関
で
あ

る
進
奏
院
に

｢

賊｣

を
潜
ま
せ
、
宮
殿
を
焼
き
打
ち
し
よ
う
と
し
た
。
事
前
に
そ
れ
を
知
っ
た
東
都
留
守
の
呂
元
膺
は
進
奏
院
を
包
囲

し
た
が
、｢

賊｣

は
呂
元
膺
軍
の
隙
を
つ
い
て
囲
み
を
突
破
し
、
城
外
へ
と
逃
げ
て
し
ま
う
。
以
下
は
そ
れ
に
続
く
部
分
で
あ
る
。

[

史
料
６]

賊
は
長
夏
門
を
出
で
、
轉
じ
て
郊
墅
を
掠
し
、
東
し
て
伊
水
を
濟わ
た

り
、
嵩
山
に
入
る
。
元
膺

(

呂
元
膺)

は
境
上
の
兵

を
誡
め
、
重
く
購
あ
が
な
い
て
以
て
之
を
捕
え
ん
と
す
。
數
月
に
し
て
、
山
棚
の
鹿
を
市
に
鬻
ぐ
も
の
有
り
。
賊�
た
ま
之
を
奪
う
に
、

山
棚
走
り
て
其
の
黨
を�
し
、
或
い
は
官
軍
を
引
き
て
共
に
之
を
谷
中
に
圍
み
、
盡
く
之
を
獲
ら
う
。
窮
理
し
て
其
の
魁
首
を
得

れ
ば
、
乃
ち
中
岳
の
寺�
圓
靜
、
年
八
十
餘
、
嘗
て
史
思
明
の
將
た
り
て
、
偉
悍
た
る
こ
と
人
に�
ぐ
。
初
め
之
を
執
ら
う
る
に
、
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巨
力
な
る�
を
し
て��
を
奮
わ
し
む
る
も
、
脛
を
折
る
こ
と
能
わ
ず
。
圓
靜
罵
り
て
曰
く
、
鼠
子
め
、
人
の
脚
を
折
ら
ん
と
し
て

�
お
能
わ
ず
、
敢
え
て
健
兒
を
稱
さ
ん
や
、
と
。
乃
ち
自
ら
其
の
足
を
置
き
て
之
を
折
ら
し
む
。
刑
に
臨
み
て
、
乃
ち
曰
く
、
我

が
事
を�
て
る
は
、
洛
城
を
し
て
流
血
せ
し
む
る
を
得
ざ
る
な
り
、
と
。
死�
凡
て
數
十
人
な
り

(�)

。

賊
は
長
夏
門
か
ら
逃
げ
出
す
と
、
周
囲
の
村
落
を
略
奪
し
た
後
、
伊
水
を
渡
っ
て
嵩
山
に
入
っ
た
。
数
か
月
後
、
主
犯
と
し
て
捕
え
ら

れ
た
の
が
、
円
静
で
あ
っ
た
。
円
静
は
、[

史
料
６]

中
で
は

｢

中
岳
の
寺�｣
と
、
ま
た
他
の
史
料
で
は

｢

嵩
山
の� (�)｣

と
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
即
ち
彼
は
、
平
盧
節
度
使
側
の
軍
人
で
も
、
山
棚
で
も
な
く
、
嵩
山
寺
院
の
僧
侶
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

嵩
山
は
、
五
岳
体
系
の
中
岳
と
し
て
、
ま
た
六
世
紀
前
半
に
達
磨
が
禅
宗
を
開
い
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
唐
代
は
少
林
寺
を
筆

頭
に
、
確
認
で
き
る
だ
け
で
三
〇
ほ
ど
の
寺
院
が
存
在
し
た

(�)
。
さ
ら
に
、
太
宗
の
挙
兵
を
助
け
て
以
来
唐
朝
廷
と
の
関
係
が
深
く
、
北

宗
禅
の
高
僧
神
秀
・
普
寂
ら
は
、
則
天
武
后
や
玄
宗
の
帰
依
を
受
け
た

(�)
。
円
静
は
、
こ
の
よ
う
に
政
治
的
に
も
強
大
な
影
響
力
を
持
つ

嵩
山
仏
教
界
を
背
後
に
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
決
し
て
一
介
の
僧
侶
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

円
静
は
、
今
回
の
陽
動
作
戦
の

｢

魁
首｣

だ
っ
た
ば
か
り
か
、
先
の

[

史
料
５]

で
も
、
部
隊
に
分
け
た
山
棚
を

｢

以
て
円
靜
に
屬｣

し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
山
棚
部
隊
の
統
率
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
い
ず
れ
の
作
戦
も
本
来
は
平
盧
節
度
使
の
企
図
だ
っ
た
が
、

少
な
く
と
も

[

史
料
５
、
６]

で
は
平
盧
節
度
使
側
の
武
将
が
両
作
戦
の
実
働
部
隊
を
指
揮
し
た
明
確
な
痕
跡
は
み
ら
れ
ず
、
あ
く
ま

で
円
静
が

｢

賊｣

や

｢

山
棚｣

の
よ
う
な
無
法
者
達
を
扇
動
し
て
い
る
。
つ
ま
り
円
静
は
、
平
盧
節
度
使
に
よ
る
一
連
の
陽
動
作
戦
の

実
質
的
な
指
揮
官
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
円
静
は
、[

史
料
６]

に

｢

嘗
て
史
思
明
の
將｣

で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
安
史
の
乱
時
は
史
思
明
軍
の
武
将
だ
っ

唐
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半
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る
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節
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た
た
め
、
軍
事
上
の
経
験
・
知
識
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
死
に
臨
ん
で
の

｢

我
が
事
を�
て
る
は
、
洛
城
を
し
て
流
血
せ
し
む
る
を
得

ざ
る
な
り｣

と
い
う
、
洛
陽
を
血
の
海
に
で
き
な
か
っ
た
と
嘆
く
捨
て
台
詞
は
、
乱
後
五
〇
年
以
上
経
っ
て
な
お
彼
が
唐
朝
廷
に
怨
恨

を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
元
を
辿
れ
ば
安
禄
山
麾
下
に
あ
り
、
当
時
唐
朝
廷
と
も
対
立
し
て
い
た
平
盧
節
度
使
が
接
近
す
る
に

は
、
格
好
の
人
材
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
加
え
て
嵩
山
の
立
地
は
、
す
ぐ
北
の
洛
陽
攻
撃
に
便
が
あ
っ
た
。

し
か
も
円
静
が
僧
侶
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
平
盧
節
度
使
が
嵩
山
側
と
接
触
す
る
口
実
を
容
易
に
し
た
。[

史
料
５]

に

｢

師�
の
錢

千
萬
を
以
て
僞
り
て
嵩
山
の
佛
光
寺
を
理
め
ん
と
し｣

た
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
が
寄
進
の
名
を
借
り
た
李
師
道
か
ら
の
軍
資
金
提
供
、

も
し
く
は
賄
賂
だ
っ
た
こ
と
は
文
脈
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
仏
光
寺
が
、
円
静
の
居
寓
し
て
い
た
寺
院
で
あ
ろ
う
。
元
々

藩
鎮
下
で
は
仏
教
信
仰
が
盛
ん
で
あ
り

(�)
、
平
盧
節
度
使
で
も
藩
帥
侯
希
逸
が
仏
教
に
心
酔
し
て
い
た

(�)

。
寄
進
と
い
う
口
実
は
、
無
理
の

な
い
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
平
盧
節
度
使
と
の
癒
着
が
円
静
個
人
な
の
か
、
仏
光
寺
や
嵩
山
と
い
っ
た
教
団
全
体
な
の
か
は
判
断
し
難
い
。
し
か
し
、
嵩

山
を
拠
点
と
し
た
北
宗
禅
は
、
安
史
の
乱
以
降
、
南
宗
禅
の
台
頭
や
唐
朝
廷
の
密
教
へ
の
傾
倒
を
受
け
、
次
第
に
衰
退
し
始
め
て
い
た

(�)

。

こ
の
窮
状
を
受
け
、
仏
光
寺
、
或
い
は
嵩
山
教
団
が
密
か
に
藩
鎮
か
ら
の
資
金
援
助
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

で
は
次
に
、
円
静
と
山
棚
と
の
接
点
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
円
静
の
い
た
嵩
山
自
体
が
、
元
々
山
棚
の
活
動
領
域
だ
っ
た
。[

史
料

６]

で
は
、
賊
が
嵩
山
中
に
逃
亡
し
た
が
、
あ
る
山
棚
人
が
、
賊
に
鹿
を
奪
わ
れ
た
こ
と
に
怒
り
、｢

走
り
て
其
の
黨
を�
し
、
或
い

は
官
軍
を
引
き
て
共
に
之
を
谷
中
に
圍
み
、
盡
く
之
を
獲
ら｣

え
た
。
こ
こ
で
山
棚
人
が
賊
で
は
な
く
唐
朝
廷
に
味
方
し
た
理
由
と
し

て
は
、
彼
が
目
先
の
利
害
を
優
先
し
た
た
め
、
或
い
は
一
連
の
作
戦
に
全
く
関
与
し
な
い
別
の

｢

黨｣

だ
っ
た
た
め
等
が
考
え
ら
れ
る
。
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し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
賊
は

｢

谷
中｣

で
山
棚
に
包
囲
・
捕
縛
さ
れ
た
。
賊
は
元
々
嵩
山
に
逃
げ
込
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の

｢

谷
中｣

は
嵩
山
の
谷
中
を
指
す
と
考
え
て
良
い
。
よ
っ
て
嵩
山
に
は
、
山
棚
が

｢

黨｣

を
成
す
ほ
ど
の
集
団
で
生
息
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

嵩
山
は
突
起
し
た
一
個
の
山
で
は
な
く
、
一
帯
に
嵩
山
山
脈
の
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
。
狩
猟
に
適
し
た
谷
あ
い
や
獲
物
と
な
る
獣
類

等
、
山
棚
が
生
活
す
る
種
々
の
条
件
は
整
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
時
山
棚
人
が

｢

鹿
を
市
に
鬻｣

い
で
い
た
こ
と
は
、
彼
ら
が
深
山
の
奥
に
潜
む
下
界
と
隔
絶
さ
れ
た
集
団
で
は
な
く
、

定
期
的
に
山
中
で
採
れ
た
物
産
を
平
地
民
と
交
換
す
る
等
、
外
部
と
経
済
交
流
の
場
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
定
期
市
は
、
都
城

内
や
そ
の
周
辺
だ
け
で
な
く
、
山
間
部
に
も
多
く
存
在
し
た

(�)
。
山
棚
は
鹿
を
奪
っ
た
賊
を
即
座
に
追
撃
し
て
い
る
の
で
、[

史
料
６]

の
市
の
開
催
地
は
嵩
山
周
辺
と
考
え
ら
れ
る

(�)
。

加
え
て
寺
院
も
、
嵩
山
に
お
け
る
経
済
活
動
の
場
と
し
て
看
過
で
き
な
い

(�)
。
当
時
、
寺
院
は
広
大
な
土
地
と
多
数
の
奴
婢
を
所
有
し

て
お
り
、
高
利
貸
し
や
邸
店
経
営
等
、
商
業
施
設
の
側
面
も
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
医
療
等
の
慈
善
事
業
や
土
木
事
業
も
展
開
し
て
い

た
た
め
、
薬
草
・
木
材
等
、
山
林
資
源
の
一
大
消
費
者
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
嵩
山
寺
院
の
需
要
を
満
た
す
た
め
、
山
棚
が
も
た
ら

す
物
産
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
経
済
活
動
が
、
山
棚
と
嵩
山
寺
院
、
そ
し
て
嵩
山
僧
侶
と
の
結
合
を
可
能
に

し
た
の
で
あ
る
。

円
静
が
山
棚
を
統
率
し
得
た
の
は
、
こ
う
し
た
地
理
的
・
経
済
的
事
情
を
背
景
に
山
棚
と
恒
常
的
な
交
流
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

嵩
山
の
寺
院
は
、
平
盧
節
度
使
と
山
棚
と
の
媒
介
拠
点
と
し
て
、
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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後
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期
に
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け
る
平
盧
節
度
使
と
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(

２)

赤
山
法
花
院
と
平
盧
節
度
使

次
に
、
平
盧
節
度
使
に
よ
る
海
商
掌
握
方
法
を
検
討
し
た
い
。
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
徳
宗
・
憲
宗
期
は
こ
の
点
を
考
察
す
る
史
料

に
乏
し
い
。
そ
こ
で
、
い
さ
さ
か
時
期
が
下
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
八
三
八
〜
八
四
七
年
に
入
唐
し
た
日
本
僧
円
仁
の
日
記

『

入
唐

求
法
巡
礼
行
記』

(
以
下
、『

行
記』)

を
頼
り
に
考
察
を
進
め
て
い
く
。

円
仁
の
頃
、
活
躍
し
た
海
商
は
専
ら
新
羅
商
人
で
あ
る

(�)
。
山
東
半
島
の
登
州
赤
山
浦
に
は
、
法
花
院

(

赤
山
法
花
院)

と
い
う
彼
ら

の
寄
港
地
・
交
易
拠
点
が
あ
っ
た

(�)
。
こ
れ
は
八
二
〇
〜
八
三
〇
年
代
、
新
羅
商
人
張
保
皐
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
寺
院
で
、
倉
庫
・
旅

館
等
の
機
能
も
持
ち
、
唐
に
在
住
し
た
新
羅
人
の
信
仰
・
結
束
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
た

(�)

。

こ
れ
ら
新
羅
人
・
新
羅
商
人
の
活
動
を
監
督
す
る
た
め
、
登
州
に
は
、
勾
当
新
羅
所
と
い
う
新
羅
人
管
理
機
関
や
、
新
羅
館
と
い
う

使
節
・
商
人
の
宿
泊
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た

(�)
。
さ
ら
に
平
盧
節
度
使
は
、
法
花
院
に
も
管
理
の
手
を
伸
ば
し
て
い
る
。
法
花
院
と
平
盧

節
度
使
と
の
関
連
は
既
に
近
藤
二
〇
一
一
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
今
一
度
、
円
仁
が
最
初
に
法
花
院
を
紹
介
し
た

『

行
記』

巻
二
、
開
成
四
年

(

八
三
九)

六
月
七
日

(

小
野
一
九
六
四
、
第
二
巻
、
五
〇
頁
の
原
文
と
書
き
下
し
を
参
照)

の
記
述
を
挙
げ
、
平
盧
節
度

使
と
法
花
院
の
関
係
を
探
り
た
い
。

[

史
料
７]
(

六
月)

七
日
、
午
の
時
、
乾
の
風
吹
く
。
帆
を
舉
げ
て�
行
す
。
未
申
の
際
、
赤
山
の
東
邊
に
至
り
て
舩
を
泊
ど
む
。

乾
の
風
大
い
に
切
な
り
。
其
れ
赤
山
は
純
ま
こ
と
に
是
れ
巖
石
の
高
秀
な
る
處
、�
ち
文
登
縣�
寧�
赤
山
村
な
り
。
山
裏
に
寺
有
り
、

赤
山
法
花
院
と
名
づ
く
。
本
は
張
寶
高

(

＝
張
保
皐)

の
初
め
て
建
つ
る�
な
り
。
…

(

中
略)

…
當
今
は
新
羅�
事
押
衙
の
張
詠

及
び
林
大
使
・
王
訓
等
が
專
ら
勾
當
す

(�)
。
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円
仁
に
よ
れ
ば
、
法
花
院
の
創
建
者
は
確
か
に
張
保
皐
だ
っ
た
が
、
現
在
の
管
理
人
は
張
詠
以
下
、
林
大
使
・
王
訓
ら
で
あ
っ
た
。
林

大
使
・
王
訓
に
つ
い
て
は
詳
細
が
不
明
な
の
で

(�)
、
こ
こ
で
は
筆
頭
の
張
詠
に
注
目
し
た
い
。
張
詠
は
唐
在
住
の
新
羅
人
有
力
者
で
あ
り

(�)

、

円
仁
の
求
法
に
も
大
い
に
貢
献
し
た
。
円
仁
は
、
実
に
多
く
の
張
詠
の
肩
書
き
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
肩
書
き
を
分
析
す
れ
ば
、
張

詠
の
所
属
、
引
い
て
は
法
花
院
の
管
理
主
体
が
明
ら
か
に
な
る
。

円
仁
が
記
録
し
た
張
詠
の
肩
書
一
覧
が
、
次
頁

[

表]

で
あ
る
。
こ
の
内
、
彼
の
所
属
を
最
も
明
確
に
示
す
の
は
、�
12
の

｢

平
盧

軍
節
度
同
十
将
兼
登
州
諸
軍
事
押
衙｣

で
あ
る
。｢

同
十
将｣

(�
12
、
15
、
18)

及
び

｢

押
衙

(

軍
事
押
衙)｣

(�
１
〜
12)

は
、
い
ず
れ

も
藩
鎮
下
の
軍
将
に
与
え
ら
れ
た
肩
書
で
あ
る
が
、�
12
に
よ
っ
て
、
張
詠
が
登
州
の
押
衙
で
あ
り
、
ま
た
登
州
を
管
轄
す
る
平
盧
軍

節
度
使
の
同
十
将
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
白
と
な
る
の
で
あ
る

(�)
。

特
に
押
衙
は
、
地
域
・
時
期
に
よ
っ
て
地
位
の
高
下
は
あ
っ
た
も
の
の
、
本
質
的
に
は
節
度
使
の
親
任
厚
い
者
が
任
じ
ら
れ
た
要
職

で
あ
っ
た

(�)
。
そ
の
た
め
、
藩
鎮
内
の
様
々
な
職
掌
を
兼
任
し
て
お
り
、
使
者
派
遣
や
交
易
等
、
外
交
関
係
の
庶
務
に
携
わ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
あ
っ
た

(�)
。
張
詠
が
帯
び
て
い
た

｢

新
羅
通
事｣

(

新
羅
語
通
訳
。�
２)

や

｢

勾
当
新
羅
使｣

(

登
州
一
帯
の
新
羅
人
管
理
担
当
。

�
10
、
18)

は
、
彼
が
対
新
羅
関
係
の
専
任
者
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
実
際
に
張
詠
は
、
法
会
へ
の
参
加

(�)

等
に
よ
っ
て
、
法
花
院
及

び
そ
こ
に
集
ま
る
新
羅
人
と
の
紐
帯
を
築
い
て
い
た
。
山
東
半
島
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
た
広
範
な
新
羅
人
居
留
地
の
存
在

(�)

や
、
第
二

章
で
み
た
平
盧
節
度
使
に
よ
る
活
発
な
対
新
羅
交
易
の
展
開
と
い
う
背
景
を
考
慮
す
れ
ば
、
張
詠
は
平
盧
節
度
使
内
に
お
い
て
、
外
交

的
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
平
盧
節
度
使
の
要
職
に
あ
っ
た
張
詠
に
よ
る
法
花
院
管
理
体
制
は
、
法
花
院
と
平
盧
節
度
使
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
を

唐
後
半
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に
お
け
る
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節
度
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と
海
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・
山
地
狩
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示
唆
す
る
。
元
々
、
法
花
院
自
体
は
新
羅
商
人
の
創
建
で

あ
っ
た
。
し
か
し
平
盧
節
度
使
は
張
詠
を
通
じ
て
、
法
花

院
、
及
び
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
新
羅
人
の
交
易
活
動
を
把

握
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
法
花
院
は
、
平

盧
節
度
使
と
新
羅
商
人
と
の
結
節
点
で
あ
っ
た
。
新
羅
商

人
に
と
っ
て
も
、
平
盧
節
度
使
と
の
接
触
は
、
山
東
半
島

で
の
商
業
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
上
で
極
め
て
魅
力
的
だ
っ

た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
と
き
興
味
深
い
の
は
、
勾
当
新
羅
所
や
新
羅
館
等
、

唐
側
が
設
置
し
た
新
羅
人
管
理
機
関
が
存
在
す
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
平
盧
節
度
使
が
敢
え
て
そ
れ
ら
に
加
え
、
法
花

院
ま
で
を
も
管
理
下
に
置
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
先
に

山
棚
を
使
嗾
し
た
事
例
で
も
、
平
盧
節
度
使
は
洛
陽
南
方

の
耕
作
地
に
山
棚
を
安
置
し
た
だ
け
で
な
く
、
嵩
山
の
寺

院
を
仲
介
役
に
利
用
し
て
い
た
。
両
事
例
の
共
通
点
は
、

仏
教
寺
院
が
、
平
盧
節
度
使
と
山
棚
・
海
商
が
結
節
す
る
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[表] 『行記』 にみえる張詠の肩書� 年号 西暦 張詠の肩書 典拠

１ 開成四 839 張押衙 巻１､ ４月８日

２ 〃 〃 新羅通事押衙張詠 巻２､ ６月７日

３ 開成五 840 当州 (登州) 軍事押衙張詠 巻２､ 正月20日

４ 〃 〃 押衙 巻２､ 正月20日

５ 〃 〃 押衙 巻２､ 正月21日

６ 〃 〃 押衙 巻２､ 正月27日

７ 〃 〃 押衙 巻２､ 正月20日

８ 〃 〃 張押衙 巻２､ ２月１日

９ 〃 〃 張押衙 巻２､ ２月１日

10 〃 〃 勾当新羅使張押衙 巻２､ ２月19日

11 〃 〃 張押衙 巻２､ ２月24日

12 会昌五 845 平盧軍節度同十将兼登州諸軍事押衙張詠 巻４､ ８月27日

13 〃 〃 大使 巻４､ ９月22日

14 会昌七 847 張大使 巻４､ ２月

15 大中元 847 張同十将 巻４､ ３月10日

16 〃 〃 張大使 巻４､ ３月10日

17 〃 〃 登州張大使 巻４､ ６月10日

18 〃 〃 勾当新羅使同十将張詠 巻４､ ７月21日

19 〃 〃 張大使 巻４､ ８月９日



場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
拠
点
掌
握
は
、
平
盧
節
度
使
が
山
棚
・
海
商
か
ら
の
軍
事
力
・
経
済
力
を
確
保
す

る
た
め
に
、
極
め
て
有
効
な
方
法
だ
っ
た
と
い
え
る
。

お

わ

り

に

本
稿
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

平
盧
節
度
使
は
、
河
北
方
面
で
は
塩
産
地
の
帰
属
を
巡
っ
て
成
徳
節
度
使
と
対
立
し
て
い
た
一
方
、
河
南
方
面
で
は
漕
運
の
要
衝
で

あ
る
徐
州
奪
還
を
画
策
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
徐
州
攻
略
の
隙
を
背
後
か
ら
狙
う
成
徳
節
度
使
を
牽
制
す
る
べ
く
、
魏
博
・
義
武
両

節
度
使
と
結
ん
で
い
た
。
平
盧
節
度
使
の
動
向
は
、
当
時
の
河
北
・
河
南
の
藩
鎮
を
巡
る
情
勢
を
大
き
く
左
右
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
軍
構
成
の
特
徴
と
し
て
、
経
済
的
に
は
内
陸
・
海
上
双
方
に
亘
る
交
易
網
が
、
軍
事
的
に
は
召
募
に
応
じ
た
人
材
や
山
地
狩
猟

民
の
山
棚
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
、
十
万
に
も
及
ぶ
軍
団
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
新
羅
・
渤
海
と
の
間
で
行
わ
れ
た
海
上
交

易
は
、
宋
代
以
降
の
東
シ
ナ
海
交
易
の
基
礎
を
築
い
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
山
棚
は
、
正
規
の
軍
団
を
動
員
し
に
く
い

隠
密
作
戦
に
あ
っ
て
は
、
主
力
部
隊
と
し
て
活
躍
し
、
平
盧
節
度
使
の
軍
事
作
戦
を
支
え
た
。

そ
し
て
、
海
商
・
山
棚
と
平
盧
節
度
使
と
の
介
在
拠
点
と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
た
の
が
、
仏
教
寺
院
で
あ
る
。
平
盧
節
度
使
は
、
自

ら
の
軍
将
を
寺
院
の
管
理
者
に
任
命
す
る
、
或
い
は
寄
進
を
す
る
等
の
行
為
を
通
じ
て
、
寺
院
を
活
動
の
場
と
す
る
海
商
・
山
棚
か
ら
、

経
済
力
・
軍
事
力
を
徴
収
し
た
。
藩
鎮
に
と
っ
て
寺
院
は
、
単
な
る
信
仰
の
対
象
だ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
現
実
的
な
利
用
価
値
も
高
か
っ

た
と
い
え
る
。
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後
半
期
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る
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海
商
・
山
棚
は
元
来
、
季
節
ご
と
に
移
動
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
既
存
の
拠
点
で
あ
る
寺
院
を
活
用
し
て
軍
団
に

組
み
込
ん
だ
平
盧
節
度
使
の
方
法
は
、
彼
ら
を
統
制
の
と
れ
た
軍
団
に
組
織
し
直
す
よ
り
は
非
常
に
効
率
的
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
平

盧
節
度
使
の
下
に
は
、
山
岳
地
帯
か
ら
海
上
ま
で
含
む
多
様
な
地
理
環
境
に
住
ん
だ
人
々
が
集
結
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
検
討
し
た
九
世
紀
は
、
陸
域
に
お
い
て
は
吐
蕃
や
ウ
イ
グ
ル
が
滅
亡
し
、
海
域
に
お
い
て
は
従
来
の
国
家
使
節
団
の

み
な
ら
ず
、
民
間
交
易
船
に
よ
る
往
来
が
出
現
し
た
、
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
全
体
規
模
で
の
画
期
で
あ
っ
た

(�)

。
こ
の
変
動
は
や
が
て
一
三

世
紀
、
モ
ン
ゴ
ル
の
下
で
の
、
陸
域
・
海
域
双
方
の
交
易
網
の
一
体
化
へ
と
収
斂
し
て
ゆ
く

(�)

。
こ
う
し
た
広
域
的
か
つ
長
期
的
な
視
座

に
立
て
ば
、
平
盧
節
度
使
の
活
動
は
、
陸
上
に
在
っ
た
集
団
と
、
当
時
勢
力
を
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
海
上
の
集
団
と
が
結
託
を
試
み
た

萌
芽
の
事
例
と
し
て
、
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
平
盧
節
度
使
は
、
海
上
交
易
の
活
発
化
と
い
う
時
代
の
趨
勢
に
敏
感

に
対
応
し
つ
つ
、
山
地
狩
猟
民
等
、
内
陸
の
諸
勢
力
を
も
軍
団
に
包
含
す
る
こ
と
で
、
周
辺
諸
藩
鎮
や
唐
朝
廷
を
脅
か
す
ほ
ど
の
強
勢

を
誇
っ
た
の
で
あ
る
。
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五
十
音
順
。
再
録
の
場
合
は
再
録
の
頁
数
を
記

載)荒
川
正
晴

二
〇
一
〇

『

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
交
通
・
交
易
と
唐
帝
国』

名

古
屋
大
学
出
版
会
。

石
見
清
裕

二
〇
〇
九

『

唐
代
の
国
際
関
係』

(

世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト

九
七)

山
川
出
版
社
。

榎
本

渉

二
〇
一
〇

『

僧
侶
と
海
商
た
ち
の
東
シ
ナ
海』

(

講
談
社

選
書
メ
チ
エ
四
六
九)

講
談
社
。

大
澤
正
昭

一
九
七
三

｢

唐
末
の
藩
鎮
と
中
央
権
力｣

『

東
洋
史
研
究』

三
三
―
二
、
一
―
二
二
頁
。

小
野
勝
年

一
九
六
四

『

入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の
研
究』

(

全
四
巻)

鈴
木
学
術
財
団
。



唐
後
半
期
に
お
け
る
平
盧
節
度
使
と
海
商
・
山
地
狩
猟
民
の
活
動

新
見

第
九
十
五
巻

83

八
三

鎌
田
茂
雄

一
九
九
九『

中
国
仏
教
史

第
六
巻

隋
唐
の
仏
教(

下)』
東
京
大
学
出
版
会
。

蒲
生
京
子

一
九
七
九

｢

新
羅
末
期
の
張
保
皐
の
抬
頭
と
反
乱｣

『

朝

鮮
史
研
究
会
論
文
集』

一
六
、
三
九
―
七
〇
頁
。

姜

伯
勤

二
〇
一
一

『

唐
五
代
敦
煌
寺
戸
制
度

(

増
訂
版)』

中
国

人
民
大
学
出
版
社
。

金

文
経

一
九
八
四

｢
唐
代
高
句
麗
遺
民

(

の)

藩
鎮｣
『

唐
代

(

の)

社
会

(

と)
宗
教』

崇
実
大
学
校
出
版
部
、
三
五
―
六

一
頁
。

二
〇
〇
一

(

高
慶
秀
訳)

｢
在
唐
新
羅
人
社
会
と
仏
教｣

『

ア
ジ
ア
遊
学』

二
六
、
六
―
二
二
頁
。

氣
賀
澤
保
規

二
〇
〇
一

｢

九
世
紀
の
山
東｣
『

ア
ジ
ア
遊
学』

二
六
、

六
七
―
七
七
頁
。

権

悳
永

二
〇
〇
五

『

在
唐
新
羅
人
社
会
研
究』
一
潮
閣
。

厳

耕
望

一
九
六
九

｢

唐
代
方
鎮
使
府
僚
佐
考｣

『

唐
史
研
究
叢
稿』

新
亜
研
究
所
、
一
七
七
―
二
三
六
頁
。

近
藤
浩
一

二
〇
一
一｢

登
州
赤
山
法
花
院
の
創
建
と
平
盧
軍
節
度
使
・

押
衙
張
詠｣
『

京
都
産
業
大
学
論
集』

(

人
文
科
学
系
列)

四
四
、
一

五
四
―
一
六
九
頁
。

史

念
海

一
九
九
四

｢

隋
唐
時
期
運
河
和
長
江
的
水
上
交
通
及
其
沿

岸
都
会｣

『

中
国
歴
史
地
理
論
叢』

一
九
九
四
―
四

(

再
録：

『

唐
代

歴
史
地
理
研
究』

一
九
九
八
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
三
一
三
―

三
七
二
頁)

。

椎
名
宏
雄

一
九
六
八

｢

嵩
山
に
お
け
る
北
宗
禅
の
展
開｣

『

宗
学
研

究』

一
〇
、
一
七
三
―
一
八
五
頁
。

宋

卿

二
〇
一
〇

｢

唐
代
平
盧
節
度
使
略
論｣

『

中
国
辺
疆
史
地

研
究』

七
六
―
二
、
四
五
―
五
二
頁
。

孫

慧
慶

一
九
九
二

｢

唐
代
平
盧
節
度
使
南
遷
之
後
瑣
議｣

『

北
方

文
物』

三
二
―
四
、
七
三
―
七
九
頁
。

高
瀬
奈
津
子

二
〇
〇
二

｢

第
二
次
大
戦
後
の
唐
代
藩
鎮
研
究｣

堀
敏

一

(

著)
『

唐
末
五
代
変
革
期
の
政
治
と
経
済』

汲
古
書
院
、
二
二

五
―
二
五
三
頁
。

田
中
俊
明

二
〇
〇
三

｢

ア
ジ
ア
海
域
の
新
羅
人｣

京
都
女
子
大
学
東

洋
史
研
究
室

(

編)
『

東
ア
ジ
ア
海
洋
域
圏
の
史
的
研
究』

京
都
女

子
大
学
、
一
一
―
七
四
頁
。

�
正
博

一
九
八
七

｢

唐
朝
の
対
藩
鎮
政
策
に
つ
い
て｣

『

東
洋
史

研
究』

四
六
―
二
、
九
六
―
一
二
五
頁
。

�
炳
俊

二
〇
〇
四

｢

李
正
己
一
家

(

の)

交
易
活
動

(

と)

張
保
皐｣

『

東
国
史
学』

四
〇
、
五
二
三
―
五
六
〇
頁
。

二
〇
〇
七

｢

李
正
己
一
家

(

の)

藩
鎮

(

と)

渤
海

国｣
『

中
国
史
研
究』

五
〇
、
一
二
五
―
一
五
八
頁
。

新
見
ま
ど
か

二
〇
一
二

｢

唐
代
後
半
期
に
お
け
る

｢

華
北
東
部
藩
鎮
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八
四

連
合
体｣｣

『

東
方
学』

一
二
三
、
二
〇
―
三
五
頁
。

樊

文
礼

一
九
九
三

｢

唐
代
平
盧�
青
節
度
使
略
論｣

『

煙
台
師
範

学
院
学
報』

(

哲
社
版)

一
九
九
三
―
二
、
二
七
―
三
三
頁
。

一
九
九
四

｢

登
州
与
唐
代
的
海
上
交
通｣

『

海
交
史
研
究』

二
六
―
二
、
二
五
―
三
四
頁
。

日
野
開
三
郎

一
九
四
二

『

支
那
中
世
の
軍
閥』

三
省
堂

(

再
録：

日

野
一
九
八
〇
、
二
三
―
一
七
一
頁)

。

一
九
六
六

｢
唐
代
の
戦
乱
と
山
棚｣

『

軍
事
史
学』

二

(

再
録：

日
野
一
九
八
〇
、
四
九
三
―
五
一
六
頁)

。

一
九
七
〇

『

続
唐
代
邸
店
の
研
究』
(

再
版：

三
一
書
房
、

一
九
九
二)

。一
九
八
〇

『

唐
代
藩
鎮
の
支
配
体
制』

三
一
書
房
。

馮

金
忠

二
〇
一
二

｢

唐
代
河
北
藩
鎮
統
治
下
的
仏
教｣

『

唐
代
河

北
藩
鎮
研
究』

科
学
出
版
社
、
一
二
二
―
一
四
一
頁
。

馮

培
紅

一
九
九
七

｢

晩
唐
五
代
宋
初
帰
義
軍
武
職
軍
将
研
究｣�

炳
林

(

主
編)

『

敦
煌
帰
義
軍
史
専
題
研
究』

蘭
州
大
学
出
版
社
、

九
四
―
一
七
八
頁
。

堀

敏
一

一
九
九
八
Ａ

｢

唐
代
新
羅
人
居
留
地
と
日
本
僧
円
仁
入
唐

の
由
来｣
『

古
代
文
化』

五
〇
―
九
、
四
七
―
五
三
頁
。

一
九
九
八
Ｂ

｢

在
唐
新
羅
人
の
活
動
と
日
唐
交
通｣

『

東

ア
ジ
ア
の
な
か
の
古
代
日
本』

研
文
出
版
、
二
六
九
―
三
〇
三
頁
。

道
端
良
秀

一
九
八
五

『

中
国
仏
教
社
会
経
済
史
の
研
究』

書
苑
。

森
部

豊

二
〇
一
〇

『

ソ
グ
ド
人
の
東
方
活
動
と
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
世

界
の
歴
史
的
展
開』

関
西
大
学
出
版
部
。

柳
田
聖
山

一
九
六
〇

｢

唐
末
五
代
の
河
北
地
方
に
於
け
る
禅
宗
興
起

の
歴
史
的
社
会
的
事
情
に
つ
い
て｣

『

日
本
仏
教
学
会
年
報』

二
五
、

一
七
一
―
一
八
六
頁
。

一
九
六
七

｢

中
国
禅
宗
史｣

西
谷
啓
治

(

編)
『

禅
の
歴

史』
(

講
座
禅

第
三
巻)

筑
摩
書
房
、
七
―
一
〇
八
頁
。

山
内
晋
次

二
〇
一
一

｢｢

東
ア
ジ
ア
史｣

再
考｣

『

歴
史
評
論』

七
三

三
、
四
〇
―
五
六
頁
。

山
崎
覚
士

二
〇
一
〇

｢

五
代
十
国
史
研
究｣

遠
藤
隆
俊
他

(

編)

『

日
本
宋
史
研
究
の
現
状
と
課
題』

汲
古
書
院
、
三
二
五
―
三
四
五

頁
。

李

基
東

二
〇
〇
一

(

近
藤
浩
一
訳)

｢

張
保
皐
と
そ
の
海
上
王
国

(

上
下)｣

『

ア
ジ
ア
遊
学』

二
六
、
一
一
七
―
一
三
〇
頁
／
二
七
、

一
三
七
―
一
五
三
頁
。

渡
辺

孝

一
九
九
一

｢

唐
・
五
代
の
藩
鎮
に
お
け
る
押
衙
に
つ
い
て

(

上)｣
『

社
会
文
化
史
学』

二
八
、
三
三
―
五
五
頁
。

一
九
九
四

｢

唐
藩
鎮
十
将
攷｣

『

東
方
学』

八
七
、
七
三
―

八
八
頁
。
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八
五

註

(
１)
藩
鎮
の
研
究
史
は
、
高
瀬
二
〇
〇
二
／
山
崎
二
〇
一
〇
参
照
。

(

２)
河
南
の
地
理
的
特
徴
は
氣
賀
澤
二
〇
〇
一
、
特
に
海
上
交
通
は

樊
一
九
九
四
参
照
。

(

３)

最
も
基
礎
的
な
研
究
は
金
一
九
八
四
。
通
史
は�
一
九
八
七
／

孫
一
九
九
二
／
樊
一
九
九
三
／
宋
二
〇
一
〇
、
交
易
活
動
は�
二
〇

〇
四
／�
二
〇
〇
七
等
参
照
。

(

４)

新
見
二
〇
一
二
、
三
一
頁
。

(

５)
｢

建
中
の
反
乱｣

の
発
端
と
経
過
は
、
日
野
一
九
四
二
、
九
五
―

九
八
頁
／
大
澤
一
九
七
三
、
三
―
六
頁
参
照
。

(

６)

成�
軍�
度
王
武
俊
、�
師
次
于�
・
棣
二
州
、
將
取
蛤�朶
及

三�叉
城
。
棣
州
之
鹽
池
與
蛤�朶
、�
出
鹽
數
十
萬
斛
。
棣
州
之
隷�

�
也
、
其
刺
史
李
長�
、
以
城
入
朱
滔
、
而
蛤�朶
爲��
據
、
因
城

而
戍
之
、
以
專
鹽
利
。
其
後
、
武
俊
以
敗
朱��
功
、
以�
・
棣
二
州

隸
之
、
蛤�朶�
爲�
戍
。�
初
於�
州
南
跨
河
而
城
、
以
守
之
、
謂

之
三�叉
、
交
田�
以�
魏
博
路
、
而�
掠�
州
、
爲
武
俊
患
。
及�

卒
、
師
古
繼
之
。
武
俊
以
其
年�
初
立
、
舊
將
多
死
、
心
頗
易
之
、

乃�
衆
兵
、
以
取
蛤�朶
・
三�叉
爲
名
、
其
實
欲
窺�
之
境
。
師
古
令

棣
州
降
將
趙
鎬
拒
之
。
武
俊
令
其
子
士�
、
將
兵
先
濟
於
滴
河
、�

士�
營
中
火
起
、
軍
驚
惡
之
、
未�
。�
宗�
使�
旨
、
武
俊�
罷

�
。
師
古�
三�叉
口
城
從
詔
。

(

７)
『

資
治
通
鑑』

巻
二
三
三
、
貞
元
六
年

(

七
九
〇)

条
、
中
華

書
局
標
点
本
、
七
五
二
一
頁
。

(

８)
『

資
治
通
鑑』

巻
二
三
七
、
元
和
二
年

(

八
〇
七)

条
、
七
六

三
九
頁
。

(

９)
『

資
治
通
鑑』

巻
二
三
一
、
興
元
元
年

(

七
八
四)

五
月
丙
子

条
、
七
四
三
二
頁
等
。

(

10)

燕
・
趙
爲
怨
、
天
下
無
不
知
。

(

11)

天
子
、
知
我
怨
趙
。

(

12)
『

旧
唐
書』

巻
一
四
一
、
張
孝
忠
伝
、
中
華
書
局
標
点
本
、
三

八
五
四
―
三
八
五
五
頁
／

『

新
唐
書』

巻
一
四
八
、
張
孝
忠
伝
、
中

華
書
局
標
点
本
、
四
七
六
七
頁
。

(

13)
『

資
治
通
鑑』

巻
二
二
七
、
建
中
三
年

(

七
八
二)

二
月
条
、

七
三
一
九
頁
。

(

14)
『

新
唐
書』

巻
一
四
八
、
張
茂
昭
伝
、
四
七
七
〇
頁
。

(

15)

定
州
富
庶
、
武
俊
常
欲
之
、
因
是�
兵
襲
取
義
豐
、
掠
安
喜
・

無
極
萬
餘
口
、
徙
之�
・
棣
。

(

16)

兄
朝
、
仕
李�
爲
齊
州
刺
史
。

(

17)
『

資
治
通
鑑』

巻
二
三
三
、
貞
元
六
年
条
、
七
五
二
〇
―
七
五

二
一
頁
。

(
18)

我
代
與
田
氏
約
相
保�
。

(

19)
海
州
團
練
使
張
昇��
、
昇
雲
之
弟
、
李�
之
婿
也
。
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六

(
20)

史
一
九
九
四
、
三
二
二
―
三
二
三
頁
。

(
21)
江
淮
漕�
以
甬
橋
爲
咽
喉
、
地
屬
徐
州
、
鄰
於
李�
、
刺
史
高

明
應
年
少
不�
事
、
若
李�
一
旦
復
有
異
圖
、
竊
據
徐
州
、
是
失
江

淮
也
、
國
用
何
從
而
致
。

(

22)
『

旧
唐
書』
巻
一
五
六
、
王
智
興
伝
、
四
一
三
八
―
四
一
三
九

頁
／

『

新
唐
書』
巻
一
七
二
、
王
智
興
伝
、
五
二
〇
一
―
五
二
〇
二

頁
。

(

23)
『

旧
唐
書』

巻
一
五
四
、
許
孟
容
伝
、
四
〇
〇
九
頁
。

(

24)
『

資
治
通
鑑』

巻
二
三
六
、
永
貞
元
年

(

八
〇
五)

二
月
条
、

七
六
〇
三
―
七
六
〇
九
頁
。

(

25)

建
封
卒
、
子�
爲
軍
中
脅
主
留
事
。
李
師
古
將
乘
喪
復
故
地
、

�
大
懼
。
於
是
、
王
武
俊
擁
兵
觀
釁
、
宿
以
書�
曰
、
張
公
與
公
爲

兄
弟
、
欲
共
力
驅
兩
河
歸
天
子
、
天
下
莫
不
知
。
今
張
公
不
幸
、
幼

兒
爲
亂
兵�
脅
、�
則
誠
款
隔�
、
外
則
彊
寇��
、
公
安
得
坐�

哉
。
誠
能
奏
天
子
不
忘
舊
勳
、
赦�
罪
、
使
束
身
自
歸
、
則
公
有�

亂
之
功
、
繼�
之�
矣
。
武
俊�
、�
以
表
聞
、�
授�
留
後
。

(

26)

日
野
一
九
四
二
、
一
〇
〇
―
一
〇
二
頁
／
大
澤
一
九
七
三
、
一

五
―
一
七
頁
。
な
お
、
こ
の
と
き
成
徳
節
度
使
は
、
藩
帥
の
弟
王
承

慶
を
李
師
道
の
下
に
入
仕
さ
せ
て
い
る

(『

新
唐
書』

巻
二
一
三
、

李
師
道
伝
、
五
九
九
五
頁)

。

(

27)

金
一
九
八
四
、
五
四
―
六
一
頁
。

(

28)

荒
川
二
〇
一
〇
、
四
五
九
―
四
六
〇
頁
。

(

29)�
少
誠
以
牛
皮�奚
材�
師
古
、
師
古
以
鹽
資
少
誠
。

(

30)
『

旧
唐
書』

巻
一
四
五
、
呉
元
済
伝
、
三
九
五
一
頁
／

『

新
唐

書』

巻
二
一
四
、
呉
元
済
伝
、
六
〇
〇
六
頁
。

(

31)

師�
以
軍
用
屈
、�
賈
人
錢
爲
助
、
命
悟
督
之
。

(

32)�
二
〇
〇
四
、
五
五
六
―
五
五
七
頁
。

(

33)�
二
〇
〇
七
、
一
五
三
―
一
五
四
頁
。

(

34)

長
慶
元
年
三
月
、�
盧
軍���
度
使
薛�
奏
、
應
有
海
賊�玄

掠
新
羅
良
口
、
將
到
當
管
登
・�
州
界
及�
海��
、
賣
爲
奴
婢�
。

…

(

中
略)

…
先
有
制
勅
禁
斷
、�
當
管
久
陷
賊
中
、
承
前
不
守
法

度
。
自
收
復
已
來
、�
路
無
阻
、
遞
相
販
鬻
、
其
弊
尤
深
。
伏
乞
特

降
明
勅
、
起
今
已
後
、�
海��
、
應
有
上
件
賊�玄
賣
新
羅
國
良
人

等
、
一
切
禁
斷
。��
在
觀
察
使
嚴
加
捉
搦
、
如
有�
犯
、
便
準
法

斷
。
勅
旨
、
宜
依
。

(

35)
『

冊
府
元
亀』

(

宋
本)

巻
四
二
、
帝
王
部
四
二
、
元
和
一
一
年

(

八
一
六)

、
中
華
書
局
影
印
本
、
四
七
頁
。

(

36)

堀
一
九
九
八
Ｂ
、
二
八
四
頁
／
李
二
〇
〇
一

(

下)

、
一
二
五

頁
。

(
37)

蒲
生
一
九
七
九
、
四
七
―
四
九
頁
／�
二
〇
〇
四
、
五
五
八
頁

／
榎
本
二
〇
一
〇
。

(

38)
『

旧
唐
書』

巻
一
二
四
、
李
師
古
伝
、
三
五
三
七
頁
。
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(
39)

『

新
唐
書』

巻
一
九
三
、
高
沐
伝
、
五
五
五
六
―
五
五
五
七
頁

／
『

資
治
通
鑑』

巻
二
三
七
、
憲
宗
元
和
元
年

(

八
〇
六)

、
七
六

三
四
頁
。

(

40)
『

資
治
通
鑑』

巻
二
二
五
、
大
歴
一
二
年

(

七
七
七)

、
七
二
五

〇
頁
。

(

41)
『

旧
唐
書』
巻
一
四
二
、
李
宝
臣
伝
、
三
八
六
六
頁
。

(

42)
『

新
唐
書』

巻
二
一
〇
、
楽
彦
禎
伝
、
五
九
三
九
頁
。

(

43)

十
年
十
二
月
、
東�
防
禦
使
呂
元
膺�
募
山
河
子
弟
、
以
衞
宮

城
。
東�
西
南
聨�
・�
、
山
谷
曠�
、
多
麋
鹿
猛
獸
。
人�
射
獵
、

不
務
耕
稼
、
春
夏
以
其
族
黨�
徙
無
常
、
俗
呼
爲
山
棚
。
前
留
守
權

�
輿
、
知
其
可
縻
而
用
、
將�
之
。
會
詔�
、
故
元
膺
繼�
焉
。

(

44)

日
野
一
九
六
六
、
五
〇
八
―
五
一
一
頁
。

(

45)
『

資
治
通
鑑』

巻
二
九
〇
、
後
周
広
順
二
年

(
九
五
二)

五
月

条
、
九
四
七
八
頁
。

(

46)

初
、
師�
多
買
田
於
伊
闕
・
陸
渾
之�
、
凡
十�
處
、
欲
以
舍

山
棚
而
衣
食
之
。
有�
嘉
珍
・
門
察�
、
潛
部
分
之
、
以
屬
圓
靜
、

以
師�
錢
千
萬
僞
理
嵩
山
之
佛
光
寺
、
期
以
嘉
珍
竊
發
時
舉
火
於
山

中
、
集
二
縣
山
棚
人
作
亂
。
及
窮
按
之
、
嘉
珍
・
門
察
、
乃
賊
武
元

衡�
、
元
膺��
以
聞
。

(

47)

山
棚
出
身
者
が
部
隊
を
率
い
た
例
は
、
呉
元
済
の
乱
時
に
朝
廷

側
に
立
っ
た

｢

山
河
十
將
董
少�｣

(『

資
治
通
鑑』

巻
二
四
〇
、
元

和
一
二
年

(

八
一
七)

三
月
己
丑
条
、
七
七
三
三
頁)

等
が
挙
げ
ら

れ
る

[

日
野
一
九
六
六
、
五
〇
七
頁]

。

(

48)

新
羅
商
人
張
保
皐
は
婚
姻
等
を
通
じ
、
新
羅
中
央
政
界
へ
の
進

出
を
図
っ
て
い
る

[

蒲
生
一
九
七
九
、
六
一
―
六
四
頁
／
李
二
〇
〇

一

(

下)

一
四
四
―
一
四
六
頁]

。

(

49)

賊
出
長
夏
門
、
轉
掠
郊
墅
、
東
濟
伊
水
、
入
嵩
山
。
元
膺
誡
境

上
兵
、
重
購
以
捕
之
。
數
月
、
有
山
棚
鬻
鹿
於
市
。
賊�
而
奪
之
、

山
棚
走
而�
其
黨
、
或
引
官
軍
共
圍
之
谷
中
、
盡
獲
之
。
窮
理
得
其

魁
首
、
乃
中
岳
寺�
圓
靜
、
年
八
十
餘
、
嘗
爲
史
思
明
將
、
偉
悍�

人
。
初
執
之
、
使
巨
力�
奮��
、
不
能
折
脛
。
圓
靜
罵
曰
、
鼠
子
、

折
人
脚�
不
能
、
敢
稱
健
兒
乎
。
乃
自
置
其
足�
折
之
。
臨
刑
、
乃

曰
、�
我
事
、
不
得
使
洛
城
流
血
。
死�
凡
數
十
人
。

(

50)
『

旧
唐
書』

巻
一
五
、
憲
宗
本
紀
下
、
四
五
四
頁
等
。

(

51)

椎
名
一
九
六
八
、
一
七
三
頁
。

(

52)

嵩
山
に
お
け
る
北
宗
禅
の
展
開
及
び
朝
廷
と
の
関
連
は
、
柳
田

一
九
六
七
、
二
九
―
三
二
頁
／
椎
名
一
九
六
八
等
参
照
。

(

53)

特
に
河
北
の
仏
教
は
、
藩
鎮
の
庇
護
の
も
と
に
栄
え
た

[

柳
田

一
九
六
〇
、
一
七
六
―
一
七
九
頁
／
馮
二
〇
一
二]

。

(
54)

『

旧
唐
書』

巻
一
二
四
、
侯
希
逸
伝
、
三
五
三
四
頁
。
な
お
、

侯
希
逸
を
放
逐
し
て
藩
帥
位
を
奪
っ
た
の
が
従
兄
弟
の
李
正
己
。

(

55)
柳
田
一
九
六
七
、
三
三
―
三
四
頁
／
椎
名
一
九
六
八
、
一
八
二
―
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八

一
八
三
頁
。

(
56)
日
野
一
九
七
〇
、
九
六
―
一
〇
〇
頁
。

(

57)
な
お
、
宋
代
以
降
、
寺
院
で
は
廟
市
が
開
催
さ
れ
る
が
、
唐
代

の
楚
州
・
揚
州
で
は
既
に
そ
の
萌
芽
が
み
ら
れ
た

[

鎌
田
一
九
九
九
、

一
六
九
―
一
七
一
頁]

。
山
棚
が
出
没
し
た
市
の
開
催
地
と
し
て
、

嵩
山
寺
院
も
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

(

58)

寺
院
の
経
済
活
動
は
、
道
端
一
九
八
五
／
姜
二
〇
一
一
参
照
。

(

59)

海
商
、
特
に
新
羅
商
人
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
論
文
は
蒲
生
一

九
七
九
／
李
二
〇
〇
一
／
田
中
二
〇
〇
三
等
、
著
書
は
権
二
〇
〇
五

／
榎
本
二
〇
一
〇
等
参
照
。

(

60)

蒲
生
一
九
七
九
、
五
九
頁
。

(

61)

金
二
〇
〇
一
、
一
三
頁
／
権
二
〇
〇
五
、
九
四
―
九
六
頁
。

(

62)

堀
一
九
九
八
Ｂ
、
二
七
五
頁
。

(

63)

七
日
、
午
時
、
乾
風
吹
。
舉
帆�
行
。
未
申
之
際
、
至
赤
山
東

邊
泊
舩
。
乾
風
大
切
。
其
赤
山
純
是
巖
石
高
秀
處
、�
文
登
縣�
寧

�
赤
山
村
。
山
裏
有
寺
、
名
赤
山
法
花
院
。
本
張
寶
高
初�
建
也
。
…

(

中
略)

…
當
今
新
羅�
事
押
衙
張
詠
及
林
大
使
・
王
訓
等
專
勾
當
。

(

64)

林
大
使
は
、
文
登
県
の
押
衙
か[

堀
一
九
九
八
Ｂ
、
二
七
二
頁]

。

王
訓
は
、
赤
山
西
方
の
邵
村
の
村
勾
当

(『

行
記』

巻
二
、
開
成
四

年

(

八
三
九)

五
月
一
日
、
小
野
一
九
六
四
、
一
七
頁)

。

(

65)

堀
一
九
九
八
Ａ
、
五
一
頁
。

(

66)

渡
辺
一
九
九
四
、
七
頁
。

(

67)

厳
一
九
六
九
、
二
三
〇
頁
／
渡
辺
一
九
九
三
、
四
一
―
四
四
頁

／
馮
一
九
九
七
、
九
九
―
一
〇
〇
頁
。

(

68)

厳
一
九
六
九
、
二
三
三
頁
／
馮
一
九
九
七
、
一
〇
六
―
一
〇
八

頁
。

(

69)
『

行
記』

巻
二
、
開
成
四
年

(

八
三
九)

二
月
一
五
日
、
六
一

頁
等
。

(

70)

堀
一
九
九
八
Ａ
、
四
七
頁
。

(

71)

山
内
二
〇
一
一
、
四
九
―
五
〇
頁
。

(

72)

石
見
二
〇
〇
九
、
七
八
頁
。

(

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程)


